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夢をつなぐ
人生の夢の見つけ方・かなえ方
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　　　　　二つ
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|特集11世界で活躍する甲府―高卒業生たち９

|特集21伝統の｢強行遠足｣が､11年ぶりに甲府峰小諸間105キロ復活!!

●『花子とアン』を100倍楽しむ゛花子と甲府。

●おまんとう､へえ忘れちまっつら甲州弁!

●先生｡今､どうされていますか?

●｢生涯現役｣という生き方
卒業生と在校生の絆を深める架け橋

55th甲府中学･甲府一高2o14年
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５５ｔｈ甲府中学･･甲府―高２ ０１４年 東京同5窓会記念誌／発行によせて

東
京
同
窓
会
会
長

井
上
幸
彦

（
昭
和
ご
二
年
卒
）

『
日
新
鐘
』
に
寄
せ
て

Ｓ
Ｇ
Ｈ
に
決
定
！

「
聳
え
立
つ
芙
蓉
の
高
根
」
と
我
ら
が
母
校
、
甲
府
一
高
の
校
歌
三
　
　
一
　
平
成
二
十
六
年
度
甲
府
中
学
・
甲
府
一
高
東
京
同
窓
会
が
盛
大
に
開

番
に
詠
み
こ
ま
れ
て
い
る
富
士
山
が
、
昨
年
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
。
そ
の
せ
い
も
あ
っ
て
か
、
富
士
登
山
ブ
ー
ム
現
象

が
顕
著
に
な
っ
た
。
山
梨
、
静
岡
両
県
で
は
登
山
者
か
ら
人
山
科
を

徴
収
（
任
意
）
し
、
登
山
者
の
安
全
対
策
、
環
境
の
保
全
等
に
資
す
る

こ
と
と
し
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
「
世
界
文
化
遺
産
」
と
し
て
の
富
士
山

の
景
観
等
の
保
持
に
は
万
全
を
期
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
一
方
、
「
一
高
と
い
え
ば
強
行
遠
足
」
と
言
わ
れ
る
程
に
、
強
行

遠
足
は
、
一
高
の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
イ
ベ
ン
ト
だ
。
昨
年
は
、
ゴ
ー
ル
地

点
を
「
小
諸
」
に
と
い
う
長
年
に
わ
た
る
復
活
要
望
の
声
に
応
え
て
、

ス
コ
ー
ル
は
小
諸
」
が
実
現
し
た
。

　
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
テ
レ
ビ
、
新
聞
な
ど
で
特

番
を
組
ん
だ
り
、
シ
リ
ー
ズ
も
の
で
報
道
し
た
り
と
、
大
々
的
に
取

り
上
げ
て
く
れ
た
。
私
の
警
察
関
係
者
か
ら
も
電
話
で
わ
ざ
わ
ざ

「
総
監
（
私
の
こ
と
を
そ
う
呼
ん
で
く
れ
る
）
の
母
校
は
凄
い
で
す

ね
。
テ
レ
ビ
を
見
て
い
て
感
動
し
ま
し
た
」
と
連
絡
を
く
れ
た
り
し
た

も
の
だ
。

　
在
校
中
の
最
高
の
エ
ポ
ッ
ク
メ
モ
リ
ー
ー
と
な
る
こ
の
強
行
遠
足
を

時
が
移
り
変
わ
ろ
う
と
も
一
高
の
伝
統
と
し
て
い
つ
い
つ
ま
で
も
守

り
、
育
て
て
い
っ
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
今
年
の
東
京
同
窓
会
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
夢
を
つ
な
ぐ
」

と
い
う
こ
と
だ
。
各
方
面
で
活
躍
し
て
い
る
同
窓
生
を
紹
介
し
、
先

輩
後
輩
の
絆
を
強
め
る
「
縁
」
と
し
よ
う
と
い
う
訳
で
あ
る
。
特
に
今

年
は
、
在
校
生
に
も
こ
の
『
日
新
鐘
』
を
配
布
し
、
一
高
に
学
ん
だ
者

と
し
て
の
絆
を
よ
り
一
層
深
め
よ
う
と
い
う
こ
と
だ
。

　
今
次
同
窓
会
の
大
盛
会
と
併
せ
て
、
母
校
の
更
な
る
充
実
発
展

を
祈
る
次
第
で
あ
る
。

催
さ
れ
ま
す
こ
と
に
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

　
ご
来
賓
の
皆
様
及
び
同
窓
生
の
皆
様
、
お
忙
し
い
中
、
第
五
五
回

甲
府
中
学
・
甲
府
一
高
東
京
同
窓
会
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

　
さ
て
、
本
校
は
、
文
部
科
学
省
か
ら
、
本
年
度
か
ら
平
成
三
〇
年
度
ま
　
　
一
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
『
日
新
鐘
』
の
作
成
、
広
告
掲
載
等
に

で
の
五
年
間
、
ス
ー
パ
ー
・
グ
ロ
し
ハ
ル
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）
と
し
て
指
　
一
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
、
懇
親
会
の
企
画
等
に
ご
配
慮
く
だ

定
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
急
速
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
の
中
で
、
　
さ
い
ま
し
た
母
校
の
先
生
方
、
そ
の
ほ
か
東
京
同
窓
会
開
催
に
ご
支

社
会
課
題
に
対
す
る
関
心
や
教
養
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
問
題
解
　
　
援
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
大
勢
の
皆
様
に
対
し
、
同
窓
会
幹
事

決
力
等
の
素
養
を
身
に
付
け
、
将
来
、
国
際
的
に
活
躍
で
き
る
グ
ロ
≒
ハ
　
　
　
ー
同
、
心
よ
り
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ル
・
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
的
に
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。
全
国
か
ら
希
望
が
　
　
　
さ
て
、
今
回
の
東
京
同
窓
会
の
テ
ー
マ
は
「
夢
を
つ
な
ぐ
」
と
し
ま

あ
っ
た
二
四
六
校
の
中
の
五
六
校
に
選
ば
れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
校
に
と
っ
　
　
し
た
。
こ
の
言
葉
に
は
、
年
齢
に
関
係
な
く
個
人
的
に
い
つ
ま
で
も
夢

て
は
、
た
い
へ
ん
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
（
※
6
0
ペ
ー
ジ
参
照
）
　
　
　
　
　
　
を
つ
な
ぎ
持
ち
続
け
る
、
世
代
か
ら
世
代
に
夢
を
つ
な
ぐ
、
一
人
の
夢

　
こ
こ
で
、
昨
年
度
の
母
校
の
状
況
を
簡
単
に
報
告
し
て
お
き
ま
す
。
進
路
　
　
を
共
有
し
合
い
、
助
け
合
い
、
ま
た
喜
び
合
う
と
い
っ
た
い
く
つ
も
の

面
で
は
、
国
公
立
大
学
に
延
べ
九
九
名
、
私
立
大
学
に
は
延
べ
三
六
〇
名
、
が
　
　
一
意
味
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

合
格
し
ま
し
た
。
ま
た
、
体
育
局
で
は
、
テ
ニ
ス
部
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
、
弓
道
部
、
一
　
そ
し
て
、
『
日
新
鐘
』
に
は
、
「
人
生
の
夢
の
見
つ
け
方
・
か
な
え
方
」

山
岳
部
が
県
の
代
表
と
し
て
全
国
高
校
総
体
に
出
場
す
る
と
と
も
に
、
文
　
　
一
を
サ
ブ
テ
ー
マ
と
し
て
、
こ
れ
に
ち
な
ん
だ
同
窓
生
の
皆
様
か
ら
の
王

化
局
で
は
、
新
聞
部
、
美
術
部
、
筝
曲
部
、
囲
碁
・
将
棋
部
が
全
国
総
文
祭
に
　
　
稿
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
終
点
小
諸
が
復
活
し

出
場
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
東
京
同
窓
会
の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
　
　
た
強
行
遠
足
の
特
集
を
組
ん
だ
ほ
か
、
恩
師
の
方
々
の
近
況
や
生
き

力
の
賜
物
で
あ
る
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
「
同
窓
会
奨
学
金
」
　
　
方
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
読
み
応
え
、
見
応
え
の
あ
る
冊
子
が
出
来

へ
の
ご
寄
付
や
、
「
日
新
基
金
」
の
援
助
は
、
生
徒
の
学
業
・
文
化
及
び
ス
ポ
ー
　
　
　
上
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ツ
活
動
へ
の
大
き
な
支
え
と
な
っ
て
お
り
、
重
ね
て
御
礼
申
し
土
げ
ま
す
。
　
　
な
お
今
回
は
、
母
校
及
び
東
京
同
窓
会
役
員
会
の
ご
了
解
を
得

　
総
合
選
抜
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
全
県
一
学
区
制
度
が
導
入
さ
れ
て
す
　
　
て
、
『
日
新
鐘
』
を
在
校
生
に
も
配
布
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
に
七
年
、
が
経
過
し
ま
し
た
。
昨
年
度
の
強
行
遠
足
の
小
諸
復
活
、
今
年
　
　
で
、
在
校
生
の
皆
様
に
も
、
先
輩
た
ち
の
活
躍
す
る
姿
を
知
っ
て
い
た

度
の
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
指
定
な
ど
、
同
窓
会
の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
る
　
　
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

中
で
、
教
育
環
境
も
整
備
さ
れ
て
参
り
ま
し
た
。
我
々
、
甲
府
一
二
局
職
員
　
　
　
ま
た
、
懇
親
会
で
は
、
甲
府
中
学
・
甲
府
一
高
の
懐
か
し
い
映
像
を
ス

は
、
こ
の
機
会
を
有
効
に
捉
え
、
甲
府
一
高
の
新
た
な
飛
躍
に
向
け
、
職
員
　
　
ラ
イ
ド
で
ご
覧
い
た
だ
く
ほ
か
、
母
校
に
ち
な
ん
だ
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
を

全
体
が
丁
凡
と
な
っ
て
、
教
育
活
動
に
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
設
け
、
景
品
を
用
意
い
た
し
ま
し
た
。
本
日
の
東
京
同
窓
会
を
、
皆
様

　
東
京
同
窓
会
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
　
　
が
お
互
い
の
夢
を
尊
重
し
、
夢
を
つ
な
ぐ
機
会
と
し
、
ま
た
、
旧
交
を
深

る
と
と
も
に
、
益
々
の
ご
発
展
と
、
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
め
、
新
た
な
出
会
い
を
見
つ
け
る
場
に
し
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。
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組
織
の
ル
ー
ル
に
外
れ
る
、

無
能
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
る
、

そ
れ
で
、
す
べ
て
の
自
信
を

失
っ
ち
や
い
け
な
い
ｙ
・

そ
の
会
社
で
ダ
メ
な
奴
は
、

ど
こ
へ
行
っ
て
も
ダ
メ
な
奴
だ
、

そ
ん
な
理
不
尽
な
脅
迫
に

屈
し
て
は
い
け
な
い
！

自
分
を
信
じ
る
こ
と
、

自
分
を
愛
す
る
こ
と
、

こ
れ
が
で
き
た
ら
、

神
さ
ま
は
思
い
も
よ
ら
な
い
方
法
で
、

あ
な
た
に
最
高
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
く
れ
る

天
に
向
か
っ
て
、
思
い
の
ビ
ー
ム
を
発
射
し
よ
う

思
い
の
ビ
ー
ム
は
、

あ
な
た
の
自
信
の
大
き
さ
だ

あ
な
た
と
い
う
生
命
力
の
強
さ
だ

あ
な
た
が
発
す
る
生
命
の
躍
動
感
だ

天
に
向
か
っ
て
、
思
い
の
ビ
ー
ム
を
打
ち
込
も
う

そ
し
て
、
力
い
っ
ぱ
い
願
お
う

夢
は
必
ず
叶
え
ら
れ
る
こ
と
を
信
じ
て
い
た
ら
、

奇
跡
は
空
か
ら
キ
ラ
キ
ラ
と
舞
い
降
り
て
く
る

天
に
向
か
っ
て
、
思
い
の
ビ
ー
ム
を
輝
か
せ
よ
う

今
、
生
き
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
、

今
、
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
、

今
、
「
在
る
」
と
い
う
こ
と
に
感
謝
し
て
、

す
べ
て
の
叶
え
る
力
、
が
自
分
の
中
に
あ
る
こ
と
に
、

自
分
の
中
に
備
わ
っ
て
い
る

「
奇
跡
の
力
」
に
感
謝
し
よ
う

何
を
見
て
も
、
誰
と
逢
っ
て
も
、

「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
し
か
見
つ
か
ら
な
く
な
っ
た
と
き
、

ま
わ
り
の
世
界
は
驚
く
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
る
だ
ろ
う

幸
せ
や
夢
は
、

そ
ん
な
瞬
間
に
あ
な
た
の
部
屋
の
ド
ア
を
ノ
ッ
ク
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
新
鐘
部
会
長
遠
藤
励
起

PI-u1'i11･

Reiki Endo

昭和S1年卒｡中ﾘ1大学卒一粟後､いくつか朗Ilj版社で

妬､おい':‥原の編集を経験一編集片屋25年r･舶jた

書給は豹800111t以上､数々のベストセラー作家を世

に送I哺ILてい＆､著書一編著に冲せインスﾄール!な

ど||本メンタルヘルス協会公認心理カウンセラー

現在､株式会社学研パブリッシング･総41９idt1=を｡

４



山
梨
邸
立
甲
府
中
學
校
校
歌
・

山
梨
県
立
甲
府
第
一
高
等
学
校
校
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…

発
行
に
よ
せ
て

巻
頭
言
思
い
の
ビ
ー
ム
を
放
と
う
！
百
新
鐘
部
会
長
遠
藤
励
起
）

Ｍ
Ｈ
闘

世
界
で
活
躍
す
る
９
ご

甲
府
一
高
卒
業
生
た
ち

未
来
の
日
本
を
担
う
一
高
生
に
贈
る
７
人
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

0
S'
1
1
1
t
s
u
g
o
o
(
k
‐
テ
ィ
ス
ト
ノ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

１２３６

0
2
望
月
詩
史
（
同
志
社
大
学
高
等
研
究
教
・
育
機
構
・
助
手
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７

0
3
仲
田
道
弘
（
山
梨
県
観
光
振
興
課
長
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

0
4
中
込
靖
成
（
画
家
）
…
…
…
…
ｙ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

0
5
金
丸
徳
雄
（
株
式
会
社
講
講
社
取
締
役
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

0
6
土
橋
八
恵
（
出
版
社
弩
営
）
…
…
…
…
…
…

0
7
渡
辺
利
夫
（
拙
策
大
学
第
十
八
代
総
長
）

８９

伝
統
の
「
強
行
遠
足
」
が
、

1
1
年
ぶ
り
に
甲
府
畢
小
諸
間

１
０
５
キ
ロ
復
活
Ｈ
１
１

ヽ
才
Ｅ
ミ
未
来
に
つ
な
げ
た
い
一
高
生
の
夢

　
　
　
　
　
　
々
　
一

〇
皆
皆
ｎ
．
・

　
一
　
一
八
＼…

…
／
４
‘

　
　
ｔ
１
　
１

言
＆
w
’
s
０
０
人
ア
ン
ケ
ー
ト
「
ｙ
の
な
た
は
お
守
り
渡
し
ま
し
た
か
ヱ
ノ
身
分
証
明
書
が
検
印
カ
ー
ド
ノ
強
行
遠
足
新
聞
…
…
…
…
1
7

ミ
ミ
ー
長
く
続
け
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
１
０
０
年
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
発
想

（
甲
府
一
高
体
育
振
興
係
・
中
渾
達
彦
教
諭
）

平
成
2
5
年
度
甲
府
一
高
こ
の
１
年
…
…
…
…
…
…
…

Ｔ
紅
会
」
夢
を
つ
な
い
で
十
七
年
二
紅
会
会
長
・
谷

広
告
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

幹
事
の
ひ
と
こ
と

編
集
後
記
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

18212433　32 32 31 30 28　2726 2460

　
　
　
Ｉ

…
…
…
／
Ｏ

62

小
河
原
正
己
氏
講
演
会
『
「
万
葉
集
」
は
、
古
代
人
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
ー
』

『
花
子
と
ア
ン
』
を
１
０
０
倍
楽
し
む
。
花
子
と
甲
府
々

百
新
鐘
」
題
字
の
人
～
米
山
啓
水
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

八
紙
装
画
・
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
∵
一
…
‐
込
靖
成
／
題
字
ｙ
不
出
啓
水

１１
12

お
ま
ん
と
う
、
へ
え
忘
れ
ち
ま
っ
つ
ら
甲
州
弁
Ｉ
…
…
…
…
…
…
…
…

先
生
。
今
、
ど
う
さ
れ
て
い
ま
す
か
？
～
恩
師
の
方
々
か
ら
～

　
　
　
（
高
橋
保
明
先
生
／
石
倉
正
身
先
生
／
小
林
仁
一
先
生
／
浅
川
達
雄
先
生
／
田
中
背
時
先
生
）
…
…
…

「
生
涯
現
役
」
と
い
う
生
き
方
（
作
家
・
水
木
亮
‥
望
月
弘
美
先
生
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

難
病
の
こ
ど
も
達
に
。
生
き
る
飲
び
゛
を
示
見
料
医
・
小
口
弘
毅
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

努
力
と
継
続
は
力
な
り
三
菱
重
工
業
株
式
会
社
プ
ラ
ン
ト
技
術
課
主
席
技
師
示
宮
山
疋
仁
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

甲
府
一
高
が
文
部
科
学
省
か
ら
、
平
成
2
6
年
度
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
仁
ハ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
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世界で 活躍するぐ９

甲府―高卒業生たち
未来の日本を担うー高生に送る７人のメッセージ

甲府―高の卒業生は､社会に出て､ほんとうに活躍している｡それだ

け､心身ともに優秀な人が多いということだ｡今回の幹事である昭和

51年卒は､卒業して40年になる｡世の中的にはあと3年で定年であ

る｡65歳まで慟く人もいるかもしれないが､ほんとうの意味で現役世

代にピリオドを打つ｡この40年を振り返って､いい人生だったのか、

あらためて考える歳になった。

今回､この特集を通じて､もうー度おのれの生き方を再確認するとと

もに現役高校生には､多彩な先輩たちのメツセージを通して､これか

らの社会人人生への夢を大きく羽はたかせてほしい｡夢の実現への

大きなヒントになるはずだ。
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界で活躍する甲府一高卒業生たち

Ｐｅｒｓｏｎｌ

I

I

　

I

l

s

l

l

s

“

l

sI

I

I

I

I

I

し

＿」
＼
　＼

Tatsu9oo

　ｱ~ﾃｨｽﾄ　詣ﾌでざjﾋﾟil
気
１
７
の
仕
事
は
ひ
と
こ
と
で
言
う
と
、
「
ア
ー

Ｃ

テ
ィ
ス
ト
ノ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」
で
す
ね
。

「
楽
曲
制
作
か
ら
は
じ
ま
り
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ノ

ア
ー
ト
ワ
ー
ク
に
至
る
ま
で
ト
ー
タ
ル
で
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
し
、
ひ
と
つ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
世
界

を
創
り
上
げ
る
仕
事
」
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
バ
ン
ド
で
は
主
に
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
と
し
て
自
ら
フ
ロ
ン
ト
に
立
ち
な
が
ら
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
楽
曲
制
作
を
す
べ
て
こ
な

し
て
音
を
発
信
し
て
い
く
役
割
を
し
て
き
ま

し
た
。
一
方
、
作
曲
を
し
た
こ
屯
荊
ｃ
ｚ
の
曲

Ｆ
ｏ
岳
べ
ｏ
⊂
『
Ｑ
ｌ
～
君
が
嫌
い
な
君
が
好
き

上
は
、
１
０
分
で
書
き
上
げ
た
曲
で
す
。
浜
崎
あ

ゆ
み
さ
ん
の
「
エ
ｍ
ｙ
く
ｍ
ｚ
」
の
編
曲
は
、
自
分
が

ま
だ
2
0
歳
く
ら
い
の
時
に
参
加
し
た
初
め
て
の

大
き
な
仕
事
で
、
あ
る
意
味
人
生
の
転
機
に
も

な
っ
た
思
い
入
れ
の
あ
る
曲
で
す
。

　
僕
の
高
校
生
活
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
高

校
３
年
間
の
経
験
や
友
人
は
人
生
の
中
で
重

要
な
影
響
を
与
え
て
く
れ
て
い
た
と
思
い
ま

す
。
と
に
か
く
、
普
通
。
や
。
一
般
的
・
と
い
う
考

え
が
嫌
い
で
、
人
と
違
っ
た
こ
と
を
見
つ
け
た
り

し
た
り
す
る
の
が
好
き
で
し
た
。
自
分
の
や
り

た
い
こ
と
が
決
ま
れ
ば
、
自
ず
と
そ
れ
に
準
じ

た
勉
強
の
仕
方
に
も
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
勉
強
は
文
系
で
し
た
。
幼
い
頃
か
ら
洋
楽
や

洋
画
が
好
き
で
、
英
語
が
好
き
で
し
た
ね
。
そ

れ
が
高
じ
て
在
学
中
は
短
期
留
学
に
行
く
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。
い
ま
も
作
詞
な
ど
で
は
英

語
を
使
う
の
で
、
自
分
の
仕
事
に
も
そ
の
時
の

経
験
や
勉
強
で
の
得
意
分
野
か
ら
つ
な
が
っ
て

い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
ネ
イ
テ
ィ
ブ
レ
ベ
ル
の

英
語
を
高
校
生
の
時
に
も
っ
と
勉
強
し
て
お
け

ば
よ
か
っ
た
と
反
省
し
て
い
ま
す
（
笑
）
。

　
高
校
時
代
の
思
い
出
は
数
え
切
れ
な
い
ほ

ど
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
一
高
な
ら
で
は
の
強

行
遠
足
や
応
援
練
習
と
い
っ
た
も
の
が
他
の
学

校
に
は
な
い
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
２
０
１
３
年
に
強
行
遠
足
１
０
５
キ
ロ
が

復
活
し
た
こ
と
は
、
本
当
に
す
ば
ら
し
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
と
に
か
く
「
精
神
力
」
と
「
忍

耐
力
」
は
、
こ
の
と
ん
で
も
な
く
ク
レ
イ
ジ
ー
な

行
事
の
お
か
げ
で
確
実
に
つ
い
た
と
思
い
ま
す
。

寝
で
も
覚
め
て
も
音
楽
の

こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
た

４
ｊ
’
楽
を
手
が
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

4
S
％
校
の
時
に
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
を
買
っ

て
、
そ
れ
を
使
い
な
が
ら
作
曲
を
始
め
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
。
好
き
な
音
楽
は
洋
楽
、
そ
の
中

で
も
と
く
に
昔
か
ら
ダ
ン
ス
ミ
ュ
Ｌ
ン
ッ
ク
、
い

ま
で
言
う
Ｅ
Ｄ
Ｍ
（
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
・
ダ
ン
ス
・

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
）
で
す
ね
。

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
マ
ド
ン
ナ
が
好
き
で
す
。

彼
女
の
唯
一
無
二
の
存
在
感
や
、
妥
協
な
い
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
を
極
め
る

姿
勢
と
、
同
じ
こ
と
は
二
度
せ
ず
最
新
の
も
の

を
取
り
入
れ
、
常
に
時
代
の
第
一
線
で
活
動
す

る
と
い
う
一
貫
し
て
徹
底
し
た
ス
タ
イ
ル
を
尊

敬
し
て
い
ま
す
。

　
や
は
り
自
分
が
「
好
き
」
な
も
の
だ
と
感
じ

な
が
ら
続
け
た
り
経
験
す
る
と
い
う
こ
と
が
、

最
終
的
に
夢
を
実
現
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し

て
結
び
つ
い
て
い
る
の
だ
な
と
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
僕
の
場
合
は
、
寝
て
も
覚
め
て

も
音
楽
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
た
の
と
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
し
て
第
一
線
で
活
躍
し
、
自
分
の

作
品
を
世
に
送
り
出
し
た
い
と
い
う
思
い
が
強

く
あ
り
ま
し
た
。

　
「
自
分
の
目
指
す
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
世

界
に
一
番
近
い
も
の
は
何
か
」
と
考
え
た
と
き

に
、
ち
ょ
う
ど
開
校
し
た
ば
か
り
の
「
エ
イ
ベ
ッ
ク

ス
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
」
の
Ｉ
期
生
に
な

ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
最
初
に
独
学
で

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
制
作
し
、
応
募
し
て
合
格
し

た
の
が
、
今
の
仕
事
を
目
指
す
本
格
的
な
第
一

歩
で
す
。
そ
の
後
、
ア
カ
デ
ミ
ー
に
入
学
し
て

そ
こ
で
音
楽
理
論
や
Ｄ
Ｔ
Ｍ
（
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
・

ミ
ュ
Ｌ
ン
ッ
ク
）
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
い
つ
か
共
演
し
ま
し
ょ
う

　
　
　
の
仕
事
の
場
合
、
常
に
新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ

◎
　
　
　
ク
ト
や
新
し
い
作
品
に
取
り
か
か
っ
て
い

る
の
で
過
去
は
あ
ま
り
振
り
返
り
ま
せ
ん
。
新

し
い
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
命
な
の
で
、
と
に
か

く
自
分
の
限
界
を
常
に
超
え
る
こ
と
と
、
挑
戦

し
続
け
て
自
分
自
身
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を
洗
練
さ

せ
て
い
く
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
作
曲
や
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
は
や
は
り
、
「
自
分
で
ひ
と
つ
の
世
界

を
作
り
出
す
」
と
い
う
醍
醐
味
が
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
最
新
の
Ｅ
Ｄ
Ｍ
サ
ウ
ン
ド
を
武
器
に

し
た
今
ま
で
に
な
い
タ
イ
プ
の
新
人
ア
圭
7
‐
ィ
ス

ト
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

ご
高
生
へ
の
エ
ー
ル
・
で
す
か
？

　
夢
は
大
き
い
方
が
い
い
。
信
じ
て
決
し
て
途

中
で
あ
き
ら
め
ず
、
か
な
え
た
い
と
思
う
な
ら

そ
の
道
を
極
め
る
努
力
を
怠
ら
な
い
こ
と
。
結

果
は
必
ず
つ
い
て
き
ま
す
。
感
謝
の
心
も
忘
れ

ず
に
。
自
分
も
ま
だ
夢
の
途
中
な
の
で
が
ん
ば

り
ま
す
。
僕
と
同
じ
よ
う
な
夢
を
描
い
て
い
る

皆
さ
ん
、
い
つ
か
共
演
し
ま
し
ょ
う
ね
Ｉ
・
・

６

｜「
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機構助手

☆①し⊇ﾐﾆ'万一良貨するよりも､行勤して謨悔しよう

○
し
私
が
、
「
あ
な
た
は
昔
か
ら
今
の
仕
事

を
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
か
」
と

問
わ
れ
る
な
ら
ば
、
躊
躇
な
く
、
「
否
」
と
言
い
、

同
時
に
「
や
り
た
い
こ
と
を
や
り
続
け
て
い
た

ら
、
今
の
仕
事
に
辿
り
着
い
た
」
と
答
え
る
に
違

い
な
い
。

　
さ
て
、
私
は
同
志
社
大
学
高
等
研
究
教
育

機
構
に
助
手
と
し
て
所
属
し
て
い
る
。
専
門
分

野
は
政
治
思
想
で
あ
る
。
馴
染
み
の
薄
い
学
問

か
も
し
れ
な
い
が
、
「
政
治
思
想
」
と
は
「
『
政
治
』

（
＝
様
々
な
利
害
を
調
整
す
る
機
能
）
に
関
す

る
ま
と
ま
り
を
持
っ
た
考
え
」
（
哲
学
ほ
ど
高

度
に
体
系
化
さ
れ
て
い
な
い
が
、
感
情
の
よ
う

に
一
切
体
系
を
持
た
な
い
も
の
で
も
な
い
）
で

あ
り
、
「
ど
う
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
政
治
を
行

う
の
が
望
ま
し
い
の
か
」
を
探
究
す
る
学
問
で

あ
る
。
そ
し
て
歴
史
上
の
政
治
思
想
に
着
目
し

て
、
そ
こ
か
ら
今
日
的
意
義
を
汲
み
取
る
の
が

「
政
治
思
想
史
」
で
あ
る
。
中
で
も
私
は
近
代

日
本
政
治
思
想
史
を
テ
ー
マ
と
し
て
お
り
、
１
０

年
近
く
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
石
橋
湛
山
の

政
治
思
想
で
あ
る
。

石
橋
湛
山
と
の
出
会
い

○
が
石
橋
を
知
っ
た
の
は
、
「
一
高
祭
」
の

ク
ラ
ス
新
聞
班
と
な
り
、
「
母
校
の
著

名
人
」
欄
を
担
当
し
た
時
で
あ
る
（
高
校
３
年

時
）
。
「
一
高
の
卒
業
生
の
中
に
総
理
大
臣
が

い
た
の
か
」
と
驚
い
た
こ
と
を
今
で
も
鮮
明
に

記
憶
し
て
い
る
。
大
学
入
学
後
、
『
石
橋
湛
山

全
集
』
（
全
１
５
巻
）
の
存
在
を
知
り
、
日
々
書
庫

に
通
っ
て
読
み
漁
っ
た
。
次
第
に
石
橋
の
思
想

を
本
格
的
に
研
究
し
た
い
と
の
思
い
を
強
く
し

た
。
そ
し
て
「
や
り
た
い
こ
と
」
を
や
り
続
け
た

結
果
、
大
学
院
に
進
学
し
、
２
０
１
２
年
３
月

に
博
士
論
文
「
石
橋
湛
山
の
政
治
思
想
－
思

考
方
法
か
ら
読
み
解
く
ー
」
を
書
き
上
げ
、
ま

た
同
年
末
に
「
石
橋
湛
山
の
二
つ
の
《
問
い
》
」
で

「
第
１
回
石
橋
湛
山
平
和
賞
」
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
の
で
あ
る
。

　
私
の
研
究
は
、
「
既
存
の
石
橋
湛
山
の
思
想

像
に
対
す
る
疑
問
」
を
出
発
点
と
し
て
い
る
。
と

い
う
の
も
、
そ
れ
ら
が
あ
ま
り
に
理
想
化
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
現
代
的
な
問
題
関
心
に
引
き
つ

け
て
理
解
さ
れ
が
ち
で
、
実
像
と
ズ
レ
が
生
じ
て

い
る
と
感
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
石
橋

の
思
考
様
式
に
着
目
し
て
そ
の
再
検
討
を
行
っ

た
。
例
え
ば
石
橋
の
大
正
期
に
お
け
る
普
通
選

挙
論
や
特
権
階
級
批
判
、
あ
る
い
は
反
帝
国
主

義
論
や
軍
備
撤
廃
論
と
い
っ
た
言
説
の
背
景
に

は
、
こ
れ
ら
を
生
み
出
す
思
想
や
哲
学
が
深
く

作
用
し
て
い
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た

そ
こ
に
は
、
今
日
我
々
が
抱
え
る
数
多
く
の
問

題
を
解
決
す
る
た
め
の
手
掛
り
が
含
ま
れ
て
い

る
と
見
込
ん
で
い
た
か
ら
で
も
あ
る
。

　
そ
こ
で
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
論

文
を
書
き
上
げ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
通
過
点

に
過
ぎ
ず
、
決
し
て
終
着
点
で
は
な
い
。
む
し

ろ
博
士
論
文
を
書
き
上
げ
て
、
や
っ
と
研
究
者

と
し
て
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
資
格
を
得
た

と
表
現
し
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

絶
え
間
な
い
「
選
択
」
が
、

「
生
き
る
」
実
感

ｏ
�
行
員
Ｕ
」
‥

れ
ば
、
大
学
を
卒
業
し
て
就
職
す
る
方
が
様
々

な
安
定
を
手
に
で
き
る
可
能
性
が
高
い
。
し
か

し
、
「
や
り
た
い
こ
と
」
が
で
き
る
な
ら
ば
安
定

を
犠
牲
に
し
て
も
構
わ
な
い
、
と
思
え
る
も
の

も
あ
る
は
ず
だ
。
私
に
と
っ
て
研
究
者
の
道
は

ま
さ
し
く
そ
う
思
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
人
生
は
常
に
「
選
択
」
を
迫
ら
れ
る
。
そ
の

意
味
で
は
、
「
生
き
る
」
こ
と
は
決
し
て
楽
で
は

な
い
。
け
れ
ど
も
絶
え
間
な
い
「
選
択
」
が
、
人
に

「
生
き
る
」
こ
と
を
実
感
さ
せ
て
い
る
の
も
事
実

だ
ろ
う
。
高
校
時
代
に
も
、
卒
業
後
を
め
ぐ
る

一
つ
の
「
選
択
」
を
迫
ら
れ
る
。
た
だ
し
そ
の
「
選

択
」
が
、
そ
の
後
の
人
生
を
決
定
づ
け
る
も
の
で

は
な
い
。
次
々
と
「
選
択
」
の
機
会
が
訪
れ
る
。
そ

れ
次
第
で
人
生
は
大
き
く
変
え
ら
れ
る
。

　
だ
か
ら
「
や
り
た
い
こ
と
」
が
あ
る
な
ら
ば
、

躊
躇
な
く
そ
の
道
を
「
選
択
」
し
て
ほ
し
い
。
そ

し
て
「
で
き
る
こ
と
」
で
は
な
く
、
「
や
り
た
い
こ

と
」
を
前
提
に
「
選
択
」
し
よ
う
。
「
で
き
る
こ

と
」
を
前
提
に
し
て
し
ま
う
と
、
自
分
を
枠
に

は
め
て
し
ま
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
自
ら

閉
ざ
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

　
漠
然
と
し
て
い
て
も
か
ま
わ
な
い
。
さ
ま
ざ

ま
な
条
件
も
考
え
な
く
て
い
い
。
「
や
り
た
い
こ

と
」
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
徹
底
的
に
突
き
詰
め

よ
う
。
行
勤
し
な
い
で
後
悔
す
る
よ
り
も
、
行

動
し
て
後
悔
し
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
・
９
ヅ
ヤ
』
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仲田道弘

　　　(昭和53年卒)

　　山梨県観光振興課長

界
の
食
の
流
れ
は
ヘ
ル
シ
ー
ヘ
。
料
理
に

合
わ
せ
て
ワ
イ
ン
も
赤
か
ら
白
へ
。
そ
し

て
軽
い
白
ワ
イ
ン
ヘ
。
甲
州
ワ
イ
ン
は
今
こ
そ
必

要
」

　
ロ
ン
ド
ン
在
住
の
著
名
な
ワ
イ
ン
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
ジ
ャ
ン
シ
ス
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
女
史
は
、

２
０
０
９
年
か
ら
始
ま
っ
た
ロ
ン
ド
ン
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
で
甲
州
ワ
イ
ン
を
こ
の
よ
う
に
評
価
し

た
。
今
年
で
５
年
経
過
し
て
、
い
よ
い
よ
甲
州
ワ

イ
ン
の
輸
出
が
本
格
化
し
て
い
る
。

　
山
梨
の
ワ
イ
ン
振
興
に
携
わ
っ
て
2
5
年
。
最

初
は
甲
州
ワ
イ
ン
を
世
界
に
出
す
と
い
う
夢

は
、
夢
で
し
か
な
か
っ
た
。

　
そ
ん
な
と
き
に
私
は
、
１
冊
の
本
を
執
筆
し

た
。
地
場
産
業
の
５
人
の
経
営
者
を
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
本
だ
。
タ
イ
ト
ル
は
『
自
分
自
信
』
。

５
人
の
生
き
方
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
キ
ー
ワ
ー

ド
、
「
自
分
」
と
「
自
信
」
の
造
語
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
・
－

　
「
夢
の
実
現
。
そ
の
た
め
に
は
、
誰
よ
り
も
自
分

自
身
が
そ
の
夢
の
実
現
を
信
じ
続
け
る
こ
と
」

〔
美
味
し
ん
ぼ
取
材
が

ご
・
気
節
汀
〕

ん
な
と
き
、
偶
然
に
一
つ
の
転
機
が
訪

れ
た
。

　
１
９
９
９
年
グ
ル
メ
漫
画
の
草
分
け
と
い
わ

れ
る
『
美
味
し
ん
ぼ
』
原
作
者
の
雁
屋
哲
さ
ん

が
、
山
梨
に
取
材
に
訪
れ
た
。
こ
の
と
き
に
雁
屋

さ
ん
は
、
甲
州
ワ
イ
ン
の
本
質
を
見
抜
き
、
そ
れ

ま
で
ワ
イ
ン
と
和
食
と
の
相
性
は
良
く
な
い
と

言
っ
て
い
た
主
張
を
１
８
０
度
転
換
。
甲
州
ワ

イ
ン
と
和
食
の
相
性
の
良
さ
を
、
１
０
０
万
部
　
　
ま
で
き
た
。

発
行
の
漫
画
『
美
味
し
ん
ば
』
で
フ
通
達
綾
取

り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
。
（
イ
ラ
ス
ト
参
照
）

　
雁
屋
さ
ん
は
、
日
本
料
理
の
原
点
で
あ
る

「
味
噌
、
醤
油
、
米
酢
、
味
の
濃
い
魚
」
と
ワ
イ

ン
と
の
相
性
に
疑
問
を
持
っ
て
い
た
。
特
に
生

魚
と
ワ
イ
ン
を
一
緒
に
□
に
含
む
と
、
嫌
な
生

臭
さ
が
増
幅
す
る
と
の
こ
と
。
し
か
し
甲
州
ワ

イ
ン
は
、
世
界
で
唯
一
こ
の
生
臭
さ
を
増
幅
し

な
い
ワ
イ
ン
で
あ
る
と
の
結
論
で
あ
っ
た
。
後
日

こ
の
こ
と
は
、
メ
ル
シ
ャ
ン
の
研
究
者
に
よ
っ
て

科
学
的
に
証
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

和
食
と
の
相
性
で

シ
ャ
ル
ド
ネ
な
ど
を
逆
転

州
ワ
イ
ン
の
特
徴
を
上
手
に
表
現
で

な
か
っ
た
私
た
ち
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
と

き
か
ら
和
食
と
の
相
性
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
拓
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
延
長
線

上
に
、
今
の
ロ
ン
ド
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
ヘ
の
進
出
が

あ
る
。

　
実
は
甲
州
は
、
ワ
イ
ン
用
の
葡
萄
と
し
て
は
、

シ
ャ
ル
ド
ネ
や
ソ
ー
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
・
プ
ラ
ン
な
ど

の
品
種
に
比
べ
、
劣
る
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
の

た
め
大
手
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
、
新
酒
ワ
イ
ン
ブ
ー
ム

が
去
っ
た
時
に
、
あ
っ
さ
り
と
甲
州
葡
萄
を
使

わ
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
小
さ
な
地
場
ワ
イ
ナ

リ
ー
が
諦
め
ず
に
甲
州
ワ
イ
ン
を
造
り
続
け
、

品
質
を
高
め
て
き
た
お
か
げ
で
、
甲
州
は
生
き

延
び
て
き
た
。
そ
し
て
和
食
と
の
相
性
で
は
、

今
で
は
シ
ャ
ル
ド
ネ
な
ど
を
逆
転
す
る
と
こ
ろ

人
生
の
ど
こ
か
で

必
す
幸
運
の
女
神
は
微
笑
む

生
の
ど
こ
か
で
、
必
ず
幸
運
の
女
神
は

微
笑
む
。
そ
の
時
に
、
そ
の
微
笑
み
に

気
が
つ
き
、
最
大
限
の
無
理
が
で
き
る
か
が
、
夢

の
実
現
の
分
岐
点
と
な
る
。

　
若
い
皆
さ
ん
に
も
う
一
度
言
お
う
。

　
夢
の
実
現
－
１
－
。

　
そ
の
た
め
に
は
誰
よ
り
も
自
分
自
身
が
そ
の

夢
の
実
現
を
信
じ
続
け
る
こ
と
。
　
　
心
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Profile

1984年東京造形大学絵画科卒業.

２ＣＯフー-２００８年文化庁在外派遣研修員
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中込靖成

22j口51年卒）
イタリア･ナポリの個展会場の献納作品前で

㈲術を志すことのおもしろさや夢

○
紙
の
絵
「
［
Ｑ
コ
ぼ
ｏ
召
の
壮
芯
０
巴
は
、
中

込
靖
成
さ
ん
が
描
き
続
け
て
い
る
一
連
の

シ
リ
ー
ズ
の
最
新
作
だ
。
空
？
　
海
？
　
何
が
描
か

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
？

渡
米
時
の
葛
藤
と
技
法
の
変
化

　
　
　
込
は
、
２
０
１
４
年
４
月
か
ら
３
ヵ
月
間
、

○

イ
タ
リ
ア
の
ナ
ポ
リ
に
招
待
さ
れ
て
い
る
。

何
枚
か
の
絵
の
制
作
と
個
展
の
開
催
が
目
的
だ
。

こ
れ
ま
で
に
も
山
梨
県
立
美
術
館
ほ
か
に
作
品
が

収
蔵
さ
れ
、
２
０
０
９
年
に
タ
イ
、
２
０
１
３
年
に

ア
メ
リ
カ
の
美
術
館
等
に
作
品
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
ど
こ
が
評
価
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
当
初
は
、
ず
っ
と
抽
象
画
を
描
い
て
い
た
。
山
梨

県
立
美
術
館
学
芸
員
（
現
在
千
葉
大
学
准
教
授
）

の
神
野
真
吾
は
、
２
０
０
５
年
の
展
覧
会
時
に
以

前
の
彼
を
こ
う
評
し
て
い
る
。

「
数
年
前
の
彼
は
『
ミ
ニ
マ
ル
・
ア
ー
ト
』
の
画
家
で
あ

り
、
『
シ
ェ
イ
プ
ド
・
カ
ン
ヴ
ァ
ス
』
の
画
家
で
あ
っ
た
。

２
０
０
２
年
、
彼
が
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
向
か
っ
た
の
は
、

日
本
で
の
型
ど
お
り
の
表
現
活
動
に
別
れ
を
告
げ
、

そ
れ
ま
で
の
他
律
史
的
な
自
分
の
存
在
を
、
自
立

し
た
表
現
者
と
変
え
る
た
め
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
」

　
そ
の
時
の
葛
藤
と
技
法
の
変
化
を
、
中
込
は
自

ら
の
文
章
で
こ
う
振
り
返
る
。

１
１
現
代
美
術
の
拠
点
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
で
創
作

活
動
を
す
る
中
で
、
私
は
そ
こ
の
人
々
と
は
違
う
、

日
本
人
で
あ
る
自
分
が
西
洋
の
上
着
だ
け
を
着
て

も
フ
ィ
ッ
ト
す
る
は
ず
が
な
い
と
気
付
い
た
ん
で
す
。

そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
か
ら
こ
そ
感
じ
る
こ
と

が
で
き
た
思
い
で
す
。

－
何
も
か
も
忘
れ
て
夢
中
に
な
っ
て
描
い
て
い
る

と
、
絵
の
具
の
に
じ
み
の
中
に
風
景
の
よ
う
な
も
の

が
見
え
た
ん
で
す
。
後
に
な
っ
て
気
付
い
た
ん
で
す

が
、
そ
れ
は
私
が
幼
い
頃
に
祖
母
に
手
を
引
か
れ
て

歩
い
た
、
生
ま
れ
育
っ
た
地
の
風
景
で
し
た
。

　
　
滞
在
す
る
中
で
私
は
新
た
な
テ
ー
マ
、

「
［
Ｑ
⊃
ａ
回
で
の
］
と
出
会
い
、
そ
れ
が
今
日
ま
で
続

い
て
い
る
。

水
墨
画
に
近
い
抽
象
風
景
画

　
　
　
Ｑ
⊃
Ｉ
Ｑ
２
Ｊ
の
」
の
ご
く
初
期
の
作
品

0
7
］
％
％

と
、
２
０
０
１

年
９
月
１
１
日
の
事
件
に
感
応
し
た
「
ｍ
m
p
t
y

S
k
y
9
1
1
t
h
0
5
」
を
観
て
い
た
だ
き
た
い
。
抽
象
画

の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
風
景
画
に
も
見
え
る
。

　
こ
れ
ら
は
、
ア
ク
リ
ル
絵
具
や
油
絵
具
を
カ
ン

ヴ
ア
ス
や
紙
の
上
に
塗
り
込
め
て
、
そ
れ
を
刷
毛
や

へ
ら
な
ど
で
削
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
彼
が
抽
象
画
を
描
い
て
い
る
時
か
ら
一

貫
し
た
手
法
な
の
だ
と
い
う
。

－
－
手
を
動
か
し
て
い
る
間
に
景
色
の
イ
メ
ー
ジ
が

出
て
く
る
。
自
分
に
と
っ
て
気
持
ち
い
い
も
の
に
近
づ

い
て
く
る
と
、
そ
れ
は
山
梨
、
田
富
の
実
家
周
辺
や

甲
府
盆
地
の
原
風
景
に
な
っ
て
い
る
。
自
分
の
山
梨

の
風
景
の
記
憶
に
近
い
ん
で
す
。

－
原
点
に
戻
っ
て
い
く
と
、
写
実
的
で
は
な
い
け

ど
具
象
に
な
っ
た
。
だ
か
ら
、
A
b
s
t
r
a
c
t

M
a
l
n
t
l
n
9

＝
抽
象
画
で
は
な
く
、
Ａ
ｒ
)
ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｃ
ｔ

Ｌ
ａ
ｎ
(
ｊ
ｓ
ｃ
ａ
ｐ
ｅ

＝
抽
象
風
景
画
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
水
墨
画
に
近

い
ん
で
す
。

　
面
白
い
の
は
、
こ
の
絵
を
観
た
人
た
ち
の
反
応
だ
。

ア
メ
リ
カ
で
の
展
示
会
で
は
、
緑
色
と
黄
色
の
最
近

の
大
作
を
見
て
「
自
分
は
こ
こ
で
育
っ
た
ん
だ
」
と

叫
ん
だ
イ
エ
白
－
ス
ト
ー
ン
出
身
の
白
人
が
い
た
と

い
う
。

　
　
絵
を
観
た
観
客
は
、
人
種
も
育
っ
た
地
域
も

さ
ま
ざ
ま
で
し
た
が
、
誰
も
が
み
な
「
こ
の
絵
が
持
っ

て
い
る
何
か
が
自
分
の
幼
い
頃
の
記
憶
を
触
発
す

る
」
と
同
時
に
、
「
こ
の
風
景
の
絵
に
は
お
ま
え
の
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
あ
る
」
と
言
わ
れ
た
ん
で
す
。
ア
ー

ト
は
言
葉
や
歴
史
、
背
景
を
超
え
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
き
る
す
ご
い
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
ね
。

－
‐
－
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
は
単
に
職
業
で
は
な
く
生

き
方
で
あ
る
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。
常
に
自
己
を
凝

視
し
続
け
る
上
で
、
出
自
で
あ
る
「
原
風
景
」
が
重

要
に
な
っ
て
く
る
の
で
す
。

絵
に
人
生
を
か
け
て
も
悔
い
は
な
い

　
　
　
込
の
本
格
的
な
美
術
と
の
出
会
い
は
甲
府

○

ニ
晶
１
年
の
時
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
絵
を
描

く
こ
と
は
好
き
だ
っ
た
が
、
美
術
の
須
藤
膜
先
生
と

の
出
会
い
が
彼
の
人
生
を
決
定
づ
け
た
。

－
美
術
を
志
す
こ
と
の
お
も
し
ろ
さ
や
夢
を
与

え
て
く
れ
た
の
が
韻
先
生
で
す
。
美
大
を
め
ざ
し
て

浪
人
す
る
こ
と
を
決
め
た
時
、
膜
先
生
に
『
絵
描
き

は
一
生
貧
乏
だ
ぞ
、
苦
労
す
る
ぞ
、
で
も
芸
術
を
一

生
の
友
と
し
て
や
っ
て
い
け
た
ら
有
意
義
な
人
生

だ
』
と
言
わ
れ
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
芸

術
と
は
生
涯
を
か
け
て
追
い
求
め
て
行
く
世
界
。
絵

に
人
生
を
か
け
て
も
悔
い
は
な
い
と
、
そ
の
時
に
思

い
ま
し
た
。

　
か
つ
て
抽
象
画
時
代
の
中
込
の
展
覧
会
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
文
章
を
寄
せ
た
、
友
人
で
も
あ
る
コ
ラ
ム
ニ

ス
ト
の
小
田
嶋
隆
は
、
す
で
に
彼
の
本
質
を
見
抜
い

て
こ
う
書
い
て
い
る
。

　
「
中
込
氏
の
ア
ー
ト
に
は
、
：
‘
ひ
と
っ
か
け
ら
も
説

明
的
な
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。
説
明
ど
こ
ろ
か
、
逆

に
、
見
る
者
に
答
え
を
要
求
し
て
た
。
…
表
現
者
は
、

答
え
を
提
示
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
問
い
を
発
し

な
く
て
は
い
け
な
い
」

　
さ
て
、
最
初
の
問
い
の
答
え
は
も
う
お
分
か
り

だ
と
思
う
。
１
０
６
５
と
い
う
番
号
を
付
さ
れ
た

「
に
⊃
肺
の
召
の
」
が
描
い
て
い
る
の
は
、
絵
を
観
て

い
る
、
あ
な
た
ヽ
の
原
風
景
な
の
だ
。
　
　
ａ
爾
必

（
原
稿
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
構
成
で
す
・
敬
称
略
）

９
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株主総会後の記者

発表の席で

金丸徳雄

　　　(昭和51年卒)

　株式会社講談社取締役

　　　　白分か何に

　向いているのかは

筒単には分からない
　
　
　
性
誌
で
グ
ラ
ビ
ア
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

○
　
　
　
仕
事
が
や
り
た
く
て
、
就
職
活
動
で
は

出
版
社
を
中
心
に
受
験
し
ま
し
た
。
「
小
学
生

の
時
か
ら
『
週
刊
少
年
マ
ガ
ジ
ン
』
を
読
ん
で
ま

し
た
」
の
ひ
と
言
が
効
い
た
の
か
、
講
談
社
に
就

職
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
最
初
に
配
属
さ
れ
た
の
は
そ
の
週
刊
少
年
マ

ガ
ジ
ン
編
集
部
。
し
か
も
、
グ
ラ
ビ
ア
担
当
で
す

か
ら
４
分
の
３
く
ら
い
希
望
通
り
（
笑
）
で
す
。

　
そ
の
後
は
、
『
で
ｍ
Ｚ
Ｈ
エ
○
こ
帥
ｍ
』
、
『
週
刊
現

代
』
と
、
基
本
的
に
は
男
性
誌
の
グ
ラ
ビ
ア
・
記

事
を
中
心
に
仕
事
を
し
ま
し
た
。
自
分
の
年
齢

が
上
が
る
の
と
一
緒
に
雑
誌
の
読
者
の
年
齢

も
上
が
っ
た
の
で
、
自
分
が
読
み
た
い
記
事
を

作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ほ
ぼ
希
望
通
り
の

編
集
者
人
生
で
す
ね
。

　
と
こ
ろ
が
、
次
の
部
署
は
人
事
部
。
編
集
者

と
し
て
も
う
終
わ
り
な
の
か
と
悩
み
ま
し
た

が
、
楽
観
的
な
性
格
で
な
ん
と
か
な
る
さ
と
過

ご
し
ま
し
た
。

　
驚
い
た
の
は
、
大
学
で
学
ん
だ
法
学
の
知
識

が
、
人
事
部
で
実
際
に
か
な
り
役
に
立
っ
た
こ

と
。
中
で
も
、
労
働
法
や
民
法
が
実
地
に
ど
う

機
能
し
て
い
る
か
を
知
っ
て
か
ら
は
、
法
学
に
つ

い
て
理
解
が
深
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
観
点

か
ら
は
、
ア
メ
リ
カ
み
た
い
に
、
一
度
社
会
に
出

て
か
ら
大
学
に
行
く
方
が
理
に
か
な
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
ね
。

　
そ
れ
で
も
、
ど
う
し
て
も
編
集
に
戻
り
た
く

て
、
当
時
は
や
り
始
め
て
い
た
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
、

と
く
に
Ｃ
Ｄ
－
Ｒ
Ｏ
Ｍ
の
研
究
を
お
題
目
に
会

社
の
留
学
制
度
に
応
募
し
て
、
先
駆
者
で
あ
る

Ｎ
Ｙ
の
ボ
イ
ジ
ャ
ー
社
に
留
学
（
留
社
？
）
し
ま

し
た
。

　
戻
っ
て
き
て
か
ら
、
情
報
誌
『
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｉ

週
間
』
の
創
刊
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
、
編
集
に

復
帰
で
き
ま
し
た
。
昔
か
ら
、
食
べ
る
こ
と
や
、

ガ
ジ
ェ
ッ
ト
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
仕
事
は
楽
し

か
っ
た
。
週
刊
誌
の
編
集
長
に
ま
で
し
て
も
ら
い

ま
し
た
が
、
１
年
半
で
交
代
。
編
集
者
と
し
て

大
成
功
し
た
と
は
言
え
な
い
で
し
ょ
う
ね
。

足
り
な
か
っ
た
も
の

　
　
　
期
入
社
に
、
メ
ガ
ヒ
ッ
ト
作
『
五
体
不
満

○

足
』
の
担
当
と
『
海
賊
と
呼
ば
れ
た
男
』

の
担
当
が
い
ま
す
が
、
大
成
果
を
上
げ
た
彼
ら

に
共
通
す
る
の
は
、
男
性
で
、
最
初
の
仕
事
が

女
性
誌
だ
っ
た
こ
と
で
す
。
他
に
も
成
功
し
た

編
集
者
に
は
、
女
性
誌
出
身
の
男
性
が
多
い
。

　
自
分
の
好
き
な
も
の
で
は
な
く
、
読
者
が
ど

う
い
う
も
の
を
欲
し
が
っ
て
い
る
か
を
リ
サ
ー
チ

し
て
記
事
を
作
る
。
読
者
と
の
距
離
感
を
常
に

測
り
な
が
ら
企
画
を
考
え
る
か
ら
、
対
象
が
子

供
に
な
っ
た
り
老
人
に
な
っ
た
り
し
て
も
対
応
で

き
る
。
そ
れ
が
秘
訣
な
の
だ
と
、
今
に
な
る
と
分

か
り
ま
す
。
自
分
に
は
そ
れ
が
足
り
な
か
っ
た
。

　
編
集
の
後
は
、
人
事
部
長
、
経
理
で
決
算
等

を
担
当
す
る
主
計
部
長
、
そ
の
延
長
で
経
理

局
長
、
経
理
担
当
役
員
と
管
理
部
門
が
長
く

な
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
雑
誌
・
書
籍
の
製
作
管

理
、
流
通
、
シ
ス
テ
ム
も
担
当
し
て
い
ま
す
。
最

初
に
マ
ガ
ジ
ン
に
入
っ
た
時
に
は
想
像
も
つ
か
な

い
人
生
で
す
。

　
講
談
社
は
総
合
出
版
社
な
の
で
、
部
門
横

断
的
な
人
事
が
け
っ
こ
う
あ
り
ま
す
。
中
で
も

象
徴
的
な
の
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
誌
か
ら
マ
ン

が
誌
へ
の
異
動
に
成
功
例
が
多
い
こ
と
。
最
近
　
　
１
０

の
マ
ン
ガ
、
例
え
ば
医
療
も
の
な
ど
に
は
、
豊
富

な
裏
付
け
情
報
が
必
須
な
の
で
、
取
材
力
が
必

要
な
ん
で
す
。

「
で
き
る
こ
と
」
を
見
極
め
る

　
　
　
が
こ
れ
ま
で
会
社
の
人
事
や
採
用
に

○

関
わ
っ
て
き
て
気
付
い
た
の
は
「
自
分

が
好
き
な
こ
と
と
、
上
手
に
で
き
る
こ
と
は
違

う
」
と
い
う
単
純
な
事
実
で
す
。

　
出
版
に
お
い
て
は
、
。
本
を
読
む
゛
と
い
う
だ

れ
で
も
が
経
験
し
て
い
る
こ
と
と
、
。
本
を
つ
く

る
・
と
い
う
実
は
難
し
い
仕
事
が
同
じ
も
の
の

よ
う
に
見
え
る
せ
い
か
、
「
絵
本
が
好
き
だ
か

ら
絵
本
を
作
り
た
い
」
と
い
う
人
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
私
も
そ
の
ひ
と
り
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

（
笑
）
。
で
も
、
例
え
ば
「
写
真
が
好
き
」
と
い
う

こ
と
と
「
い
い
写
真
が
撮
れ
る
」
と
い
う
の
は
全

く
違
う
話
で
す
よ
ね
。

　
私
の
場
合
も
、
出
版
社
と
い
う
文
系
だ
ら
け

の
会
社
の
中
で
高
校
２
年
生
ま
で
理
系
だ
っ
た

こ
と
が
キ
ャ
リ
ア
に
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。
人
生
は
難
し
い
で
す
ね
。

　
高
校
生
の
時
に
ど
う
す
れ
ば
ベ
ス
ト
な
の
か

正
直
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
「
自
分
が
本
当
に
得

意
な
こ
と
＝
で
き
る
こ
と
」
は
何
な
の
か
を
、

よ
く
見
極
め
る
こ
と
が
大
事
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
訂
。
斜

-==ﾐ=_。………
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土橋八恵

(昭和58年卒業)
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す
る
雑
誌
を
創
刊
。
国
際
社
会
で
、
日
本
が
な

ん
と
な
く
元
気
が
な
く
な
っ
た
頃
、
一
方
の
中

国
は
世
界
の
工
場
か
ら
市
場
へ
と
変
化
し
始
め

た
。
そ
ん
な
ア
メ
リ
カ
在
住
の
中
華
系
に
日
本

を
紹
介
し
、
購
買
を
促
す
こ
と
で
、
海
外
か
ら

日
本
を
応
援
で
き
る
の
で
は
？
　
そ
ん
な
志
で

始
め
た
雑
誌
。

　
仕
事
を
通
し
て
日
本
人
の
感
覚
が
、
良
い
悪

い
に
関
わ
ら
ず
、
グ
ロ
ー

バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
か
ら

ズ
レ
て
い
る
と
感
じ
る
こ

と
が
あ
る
。
「
日
本
人
は

決
断
が
遅
い
」
と
中
国

人
か
ら
笑
わ
れ
、
「
様
子

を
見
る
っ
て
、
何
の
様
子

を
見
て
い
る
の
だ
？
」
と

問
い
詰
め
ら
れ
。
一
方
こ

ち
ら
は
、
中
国
人
の
大

風
呂
敷
に
閉
口
さ
せ
ら

れ
た
り
、
豪
快
さ
に
救
わ

れ
た
り
。
そ
れ
ぞ
れ
の
違

い
や
ズ
レ
を
、
個
性
の
一

部
と
し
て
受
け
入
れ
な

が
ら
、
お
互
い
が
主
張
す

る
。
そ
ん
な
や
り
と
り
こ

そ
が
、
海
外
で
仕
事
を
す

る
醍
醐
味
だ
。
特
に
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
は
、
移
民
の
街
。

こ
こ
に
い
な
が
ら
世
界
中
の
人
だ
ち
と
接
す
る

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
。
ア
ウ
ェ
イ
が
ア
ウ
ェ
イ
の
人

た
ち
を
相
手
に
商
売
が
出
来
る
の
も
、
こ
の
地

の
魅
力
だ
。

　
広
大
な
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
郡
、
点
在
す
る
市
を

移
動
す
る
だ
け
で
も
、
片
道
5
0
キ
ロ
以
上
に
も

な
る
。
車
で
移
動
の
際
に
、
気
付
く
と
一
高
の

校
歌
を
口
ず
さ
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
る
。
嬉
し
い

時
、
何
か
を
決
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
、
悪

い
こ
と
が
あ
っ
た
時
。
。
新
し
き
世
の
鑑
と
し
・

。
日
に
新
た
ま
た
日
に
新
た
弥
高
き
の
ぞ

み
を
も
ち
て
真
な
る
理
究
め
・
己
の
受
け
た

教
育
を
振
り
返
り
、
己
の
今
を
振
り
返
る
。
「
よ

し
、
こ
の
ま
ま
行
こ
う
」
、
「
い
や
、
こ
れ
は
真
で

は
な
い
」
、
判
断
基
準
に
し
て
い
る
自
分
が
い
る
。

　
山
梨
に
と
っ
て
の
、
新
し
き
世
の
鑑
で
あ
り

た
い
。
日
本
を
離
れ
て
2
0
数
年
、
最
近
そ
の
思
い

が
強
く
な
っ
て
き
た
。
自
分
に
だ
か
ら
出
来
る
こ

と
、
自
分
が
し
て
き
た
こ
と
を
山
梨
の
役
に
立

て
た
い
、
そ
れ
は
日
本
の
た
め
に
も
な
る
は
ず
。

海
外
生
活
が
長
い
人
の
多
く
は
、
日
本
や
故
郷

を
思
い
、
そ
の
役
に
立
ち
た
い
と
□
に
す
る
。

一
高
生
で
良
か
っ
た

際
舞
台
で
活
躍
で
き
る
青
少
年
の
育

成
を
支
援
し
た
い
と
、
２
０
１
０
年
か

ら
山
梨
県
、
小
佐
野
財
団
と
一
緒
に
始
め
た
、

山
梨
の
高
校
生
に
よ
る
「
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
山
梨

を
Ｐ
Ｒ
す
る
企
画
コ
ン
テ
ス
ト
」
。
２
０
１
３

年
は
、
一
高
生
が
最
優
秀
に
選
ば
れ
、
当
地
で

自
ら
企
画
を
実
践
し
た
。
こ
の
事
業
を
立
ち
上

げ
た
と
き
の
「
い
つ
か
一
志
生
に
来
て
欲
し
い
」

と
の
願
い
が
、
開
始
４
年
目
で
実
現
し
た
。
来

米
し
た
後
輩
達
が
将
来
の
夢
を
語
る
姿
に
、
あ

の
懐
か
し
い
校
舎
や
校
庭
、
部
室
を
思
い
出
し
、

そ
の
当
時
の
自
分
が
重
な
っ
た
。
あ
の
と
き
の

夢
に
向
か
っ
て
、
自
分
は
進
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う

か
？
　
答
え
は
「
が
巴
一
才
呂
『
の
』
。

　
　
一
高
生
よ
、
今
受
け
て
い
る
教
育
に
誇
り
を

持
ち
、
国
際
舞
台
を
目
指
せ
Ｉ
　
　
　
リ
ゲ
…
…
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界で活躍する甲府一高卒業生たち
／

　　　　　＼
ｒＳＯｎ

｜

｜

し

夫利辺渡
　　　　(昭和33年卒)

拓殖大学第＋ハ代総長

ｊ

． ¶ ･ ､ ． ･ 一 一 １

１ １ １ １ １

　
　
　
う
に
か
こ
こ
ま
で
や
っ
て
来
ま
し
た
」

１
　
　
昭
和
3
3
年
の
卒
業
生
で
す
。
今
年
7
5

歳
に
な
り
ま
す
。
甲
府
一
高
時
代
は
自
分
が
大

学
に
い
け
る
な
ど
と
は
、
と
ん
と
考
え
て
お
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
商
売
が
軌
道
に
乗
り
、
金

銭
に
多
少
の
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
、
家
族
の
う
ち

一
人
く
ら
い
は
名
の
あ
る
大
学
に
進
学
さ
せ
よ

う
と
父
は
考
え
た
ら
し
く
、
荷
の
重
い
こ
と
で

し
た
が
、
そ
の
役
割
が
私
に
回
っ
て
き
ま
し
た
。

　
勉
強
ら
し
い
勉
強
は
ま
る
で
や
っ
て
こ
な
か
っ

た
私
は
、
一
年
間
の
浪
人
生
活
を
甲
府
の
自

宅
に
こ
も
っ
て
続
け
、
翌
年
に
慶
応
義
塾
大
学

経
済
学
部
に
入
学
で
き
た
の
で
す
が
、
こ
れ
が

左
翼
全
盛
時
代
。
「
6
0
年
安
保
」
の
世
情
騒
然

の
時
期
、
こ
こ
で
も
ロ
ク
に
勉
強
も
せ
ず
に
、
ど

う
に
か
卒
業
だ
け
は
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、
日
本

化
薬
株
式
会
社
に
入
社
で
き
ま
し
た
。
東
京
の

赤
羽
と
広
島
の
福
山
で
の
工
場
勤
務
は
実
に

貴
重
な
も
の
で
し
た
。
多
様
な
人
間
と
付
き
合

い
、
Ｏ
Ｃ
運
動
を
通
じ
て
企
業
と
い
う
も
の
の

存
在
を
肌
で
覚
え
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
か
し
、
大
学
時
代
に
自
分
は
何
も
勉
強

　
　
　
し
て
こ
な
か
っ
た
で
は
な
い
か
。
世
の
中

は
激
し
く
動
い
て
い
る
で
は
な
い
か
。
こ
の
現
実

を
動
か
し
て
い
る
も
の
を
学
問
の
眼
で
理
解
す

る
機
会
は
、
こ
の
年
齢
を
外
し
て
は
再
び
手
に

で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
い
う
思
い
に
駆

ら
れ
、
苦
し
い
家
計
を
や
り
繰
り
し
て
こ
こ
ま

で
育
て
て
く
れ
た
父
母
の
こ
と
を
思
う
と
、
な

か
な
か
踏
ん
切
り
が
つ
か
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

思
い
切
っ
て
母
校
の
大
学
院
に
入
る
こ
と
を
決

意
し
ま
し
た
。

ア
ジ
7
7
乃
罰
々
乃
明
暁
り
ａ
』
’
り
り

咬
衰
妁
６
ぢ
ｉ
ｉ
一
苗
く

開
発
経
済
学
を
研
究

士
前
期
課
程
と
後
期
課
程
の
５
年
間

は
、
う
ど
ん
と
カ
レ
土
フ
イ
ス
以
外
の
も

の
を
食
っ
た
記
憶
が
な
い
ほ
ど
の
極
貧
の
生
活

で
し
た
が
、
自
分
の
こ
と
な
が
ら
う
ら
や
ま
し
い

ほ
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
研
究
に
注
ぎ
込
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
研
究
対
象
は
開
発
経
済
学
と
い
う
、
当
時

勃
興
し
つ
つ
あ
っ
た
ア
ジ
ア
の
国
々
の
開
発
の
た

め
の
政
策
的
処
方
謐
を
描
く
と
い
う
、
実
践
的

な
経
済
学
の
一
分
野
で
し
た
。

　
こ
の
研
究
に
よ
り
母
校
か
ら
博
士
号
を
取

得
。
以
降
、
草
創
期
の
筑
波
大
学
、
そ
の
後
、
東

京
工
業
大
学
の
教
授
を
勤
め
て
定
年
を
迎
え

ま
し
た
。
6
0
歳
で
し
た
。

　
そ
の
頃
、
拓
殖
大
学
で
は
創
学
百
年
を
迎

え
る
に
当
た
り
、
拓
殖
大
学
「
拓
殖
学
部
」
と

　
。
…
…
…
…
…
。
。
。
・
…
…
…
２
．
ｊ

も
い
う
べ
き
「
国
際
開
発
学
部
」
を
創
設
し
た

い
の
で
汗
を
か
か
な
い
か
、
と
い
う
お
誘
い
を
受

け
、
そ
の
初
代
学
部
長
、
次
い
で
大
学
院
長
、

学
長
、
現
在
は
総
長
職
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
人
生
で
拓
大
が
一
番
長
い
仕
事
に
な
り
ま

し
た
。

t
r
￥
n
v
l
l
l
M
&
4
S
。
i
i
4
!
U
S
‾
‾
’

５
Ｍ
”
～
ｓ
４
１
「
ｕ
ｖ

１
”

ｉ
：ｚ
‐
Ｊ

Ｊ

Ｉ
’
国
に
始
ま
り
東
南
ア
ジ
ア
、
そ
し
て
中

W
E
I
と
、
開
発
経
済
学
の
政
策
理
論
の

構
築
を
求
め
て
、
各
地
を
這
う
よ
う
に
繁
く
勤

い
て
き
ま
し
た
。
タ
フ
な
鉢
と
精
神
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

を
与
え
て
く
れ
た
父
母
と
祖
先
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　
山
梨
県
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
山
梨
総

合
研
究
所
の
理
事
長
を
こ
の
１
０
数
年
勤
め
て

い
ま
す
。
こ
の
研
究
所
の
Ｏ
Ｂ
の
5
0
数
名
が
、

県
市
町
村
の
中
堅
幹
部
と
し
て
活
躍
し
て
い

ま
す
。

　
現
在
の
日
本
は
、
私
ど
も
の
青
春
時
代
と
は

比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
豊
か
で
、
価
値
観
も
多

様
化
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
自
分

が
よ
ほ
ど
強
い
信
念
を
持
た
ね
ば
、
自
分
ら
し

い
人
生
を
ま
っ
と
う
で
き
な
い
こ
と
を
も
意
味

し
て
い
ま
す
。

　
甲
府
一
高
の
若
き
青
年
諸
兄
１
・
　
タ
フ
に

生
き
て
ほ
し
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｔ
]
ｔ
ｊ

｜

晦

１
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甲
府
一
高
の
強
行
遠
足
、
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
が
あ
る
だ

ろ
う
。
た
だ
た
だ
辛
か
っ
た
、
寒
か
っ
た
、
痛

か
っ
た
、
眠
か
っ
た
、
と
い
う
肉
体
的
な
感
想

も
あ
れ
ば
、
野
辺
山
の
し
じ
み
汁
は
、
冷
え

た
体
に
こ
て
え
さ
ら
ん
か
っ
た
（
あ
り
が
た

か
っ
た
）
、
臼
田
の
お
ば
ち
ゃ
ん
の
牛
乳
と
リ

ン
ゴ
が
う
ま
か
っ
た
、
と
い
う
声
も
あ
る
に
違

い
な
い
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

強
行
遠
足
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
小
諸
ま
で

の
１
０
５
キ
ロ
を
歩
き
切
る
と
い
う
感
動

が
唯
一
無
二
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。

　
さ
て
、
今
回
の
取
材
・
執
筆
を
す
る
に
あ

た
り
、
多
く
の
関
係
者
の
方
々
に
ご
協
力
を

い
た
だ
い
た
。
私
自
身
一
高
に
来
だ
の
は
、
卒

業
以
来
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
意
識
は
高
校

生
の
ま
ま
だ
っ
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
校
舎
が
新
し
く
建
て
替
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
、
知
っ
て
い
る
。
講
堂
を
は
　
　
の
レ
ポ
ー
ト
を
始
め
て
み
よ
う
。

じ
め
、
懐
か
し
い
建
物
が
取
り
壊
さ
れ
た
こ

?lt1｀s･，

と
も
分
か
っ
て
い
る
。
写
真
も
見
て
い
る
。
そ
　
　
甲
府
一
高
新
聞
で
ト
ッ
プ
記
事

し
て
、
4
0
年
ぶ
り
に
見
る
母
校
は
、
面
影
の

残
る
別
の
学
校
で
あ
っ
た
。

　
ま
ず
は
、
先
生
方
か
ら
強
行
遠
足
の
説
明

を
受
け
、
資
料
を
い
た
だ
い
て
、
「
へ
え
～
、
今

は
こ
ん
な
こ
ん
に
な
っ
て
る
だ
ね
Ｉ
・
」
と
い
う

印
象
で
あ
る
。
懐
し
さ
と
、
新
鮮
さ
が
混
在

す
る
。
そ
れ
で
は
、
早
速
第
8
7
回
強
行
遠
足

心りj＆･－

　
現
在
の
甲
府
一
高
新
聞
は
、
新
聞
部
が

月
刊
で
発
行
す
る
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
（
両
面
）

４
色
新
聞
。
校
内
の
問
題
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
、
教
師
紹
介
、
社
会
問
題
へ
の
提
言
、

４
コ
マ
漫
画
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
む
内
容

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
９
月
号
の
裏
面
ト
ッ
プ

｜４

･ド
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が
、
開
催
を
来
月
に
控
え
た
「
強
行
遠
足
」

の
取
材
記
事
で
あ
る
。
１
週
間
前
の
生
徒

た
ち
の
思
い
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
仲
間
６
人
で
チ
ー
ム
ベ
ク
ト
ル
を
結
成
。

り
人
全
員
で
最
終
地
点
の
小
諸
ま
で
絶
対

打
き
た
い
。
メ
ン
バ
ー
は
、
体
育
の
な
い
日
に

息
杖
3
0
～
4
0
分
走
っ
て
い
る
。
（
３
年
）

ノ
ー
０
５
キ
ロ
と
い
う
距
離
は
と
て
も
長

宍
走
り
き
る
の
は
難
し
い
と
思
う
が
、
根

性
で
頑
張
っ
て
、
ぜ
ひ
完
走
し
た
い
と
思
う
。

ブ
年
）

　
正
直
１
０
５
キ
ロ
と
い
う
距
離
を
聞
く
だ

け
で
嫌
だ
け
ど
、
決
ま
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
な
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日
大
服
を
く
く
っ
て
精
一
杯
頑
張
り
た
い
　
　
二

ご
レ
ゾ
　
≒
ハ
斤

宍
楽
し
め
た
ら
い
い
と
思
う
が
、
後
半
絶
対
　
　
一

に
辛
く
な
る
と
思
う
。
し
か
し
、
人
生
の
壁

だ
と
思
っ
て
、
何
と
か
し
て
乗
り
越
え
て
い
き

た
い
二
１
年
）

　
な
ど
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
紙
面
を
に
ぎ
わ

し
て
い
る
。
純
粋
な
高
校
生
の
強
行
遠
足
に

か
け
る
思
い
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
。

青
春
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
１
０
月
号
、
ト
ッ
プ
は
も
ち
ろ
ん
、

強
行
遠
足
で
あ
る
土
１
６
ぺ
Ｌ
ン
参
照
）

　
「
第
8
7
回
強
行
遠
足
　
小
諸
復
活
Ｉ
・
　
男

子
、
半
数
近
く
小
諸
へ
」
と
い
う
見
出
し
。
新

聞
か
ら
、
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
お
伝
え
し
た
い
。

r w ¶ ● - ･ - . ・ S ＼ － 一 麗 . 四 － ･ 』 ･ ’ ．
Ｉ ． － ． ． ． ¶ ｀ , Ａ ｌ ｊ ｓ ・ ． ･ ･ ♭ ● 』 一 一

… … … 一 一 一 一 一 一 一 一一 一 一 一 ‥ － … … … 一

一 一 一 － 　 － ‥ ‥ ‥ ‥ ‥

一 一

５



ｊ
男
子
は
１
１
年
ぶ
り
に
距
離
が
元
に
戻

さ
れ
、
学
校
か
ら
小
諸
ま
で
の
１
０
５
・
フ

キ
ロ
。
午
後
２
時
に
ス
タ
ー
ト
し
、
翌
日
の
午

後
２
時
に
終
了
の
2
4
時
間
制
限
。

　
今
年
の
強
行
遠
足
は
天
候
が
心
配
さ
れ

た
が
、
雨
が
降
る
こ
と
も
な
い
良
い
環
境
で

行
わ
れ
た
。

　
今
年
は
男
子
の
歩
行
距
離
が
3
0
キ
ロ
延

長
さ
れ
、
小
諸
到
着
率
は
3
0
％
前
後
と
予

想
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
に
反
し
て
、
実
際
の

小
諸
到
着
率
は
－
Ｊ
‥
・
8
5
％
と
半
数
近
い
生
徒

が
最
終
地
点
に
到
着
し
た
。

　
学
年
ご
と
に
見
て
み
る
と
、
１
年
生
は
初

め
て
と
い
う
こ
と
も
あ
り
2
9
・
5
7
％
、
２
年
生

は
３
学
年
で
一
番
高
く
6
6
4
2
％
。
そ
の
理

由
は
、
「
来
年
は
厳
し
い
の
で
、
今
回
本
気
で

頑
張
ろ
う
」
「
前
回
の
失
敗
を
生
か
し
て
、

今
年
は
最
後
ま
で
行
き
た
い
」
と
考
え
た
人

が
多
か
っ
た
よ
う
だ
。
３
年
生
は
4
4
・
1
7
％

と
予
想
よ
り
高
か
っ
た
。
最
初
で
最
後
の

１
０
５
キ
ロ
で
あ
り
、
一
生
で
最
後
の
強
行

遠
足
と
い
う
こ
と
で
、
完
走
を
目
指
す
人
が

多
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ト
ッ
プ
の
生
徒
（
３
年
）
は
「
初
め
て
の

１
０
５
キ
ロ
の
強
行
遠
足
。
と
て
も
良
い
経

験
に
な
っ
た
。
一
番
犬
変
だ
っ
た
と
こ
ろ
は

小
海
か
ら
先
で
、
そ
こ
か
ら
は
自
分
に
と
っ

て
未
知
の
世
界
だ
っ
た
」
。
同
時
ゴ
ー
ル
の
生

徒
（
２
年
）
は
「
距
離
が
変
更
さ
れ
た
年
に

完
走
で
き
た
こ
と
は
と
て
も
う
れ
し
い
。
道

中
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
人
の
温
か
さ
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
喜
び
を
語
っ
て

い
た
。

　
強
行
遠
足
は
‥
目
年
前
の
悲
痛
な
事
故
を

受
け
、
コ
ー
ス
を
短
縮
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
「
い
ず
れ
の
日
に
か
小
諸
へ
」
と
い
う

当
時
の
生
徒
・
職
員
の
思
い
と
、
ご
遺
族
や

同
窓
会
な
ど
の
強
い
要
望
を
受
け
て
、
小
諸

ま
で
の
道
の
り
が
復
活
し
た
。
１
年
生
と
２

年
生
は
来
年
も
挑
戦
す
る
。
こ
の
よ
う
な
出

来
事
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
ず
、
甲
府
一
高

の
伝
統
で
あ
る
強
行
遠
足
を
引
き
継
い
で

ほ
し
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ａ
・
勺
。
毅
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寥
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肖
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望
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緊
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校
門
の
ハ
で
戈

4
1
1
く
彩
り
、
い
Ｊ

い
よ
杖
が
聚
た
こ
と
蚕

Ｈ

ｽﾞ§

　
争
大
西
啓
人
君
（
３
年
）

鈍
木
亮
祐
寫
（
２
葱
の
感

想　
『
全
校
鬘
会
で
の
午
柘
の

規
律
あ
る
ビ
、
５
・
芦
だ
行

i
l
と
ホ
ー
ム
ル
・
・
’
ム
に
出
た

と
き
の
生
統
の
明
る
さ
の
切

Ｃ
Ｑ
ｙ
屏
に
つ
い
Ｉ
平
塚
桐
挺
’
９
響
応
は
驚
き
ま
し
た
。
夜
、

先
牛
ほ
「
こ
Ｓ
碕
ぶ
ん
だ
慨
φ
に
釈
た
く
な
っ
た
と
き
や
足

ぉ
￥
お
双
い
の
学
校
に
持
ち
帰
る
が
９
ヽ
て
。
ぺ
『
‘
ぺ
か
翠
ら
た
と

申
が
ｆ
一
角
″
｀
れ
か
Ｅ
切
磋
き
に
、
励
ま
し
あ
っ
た
仰
間
と

　
◆
石
井
一
紗
さ
ん
（
３
年
）

平
賀
鈴
粟
さ
ん
（
２
年
）
の
蓼

一
　
ｉ
対
ｓ
で
緊
債
し
て
い
か

塾
池
に
燐
り
ふ
夕
が
け
ｆ
ぞ

れ
て
、
本
‘
’
に
贈
し
か
ご
｀
で

す
．
ま
た
、
一
行
遠
足
本
番
で

は
、
卒
い
蒔
は
励
ま
し
含
い
、
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肖

恥
が
琴
タ
時
剛
や
１
９
▼
古
代
巾

Ｉ
の
西
行
親
刄
堵
ｉ
ゐ
？

良
吏
・
靫
夥
な
芦
に
つ
い
て
五
む

2
t
＆
4
’

r
＆
9
M
a

秋
、
体
の
部
ａ
４
厦
膚
・
鼻
・

一
島
の
M
K

K
l
a
i
4
S
l
p
5
4
y

締
に
ゴ
ー
ル
削
い
飛
恥
ほ
無
常
支
・
咽
喉
・
鼻

琢
聘
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６
Ｑ
吻
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．
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あ
２
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と
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ゴ
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l
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S
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l
6
e
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4
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召
軟
校
同
士
宅
の
同
　
と
、
ｓ
高
の
沌
強
力
、
ス
々
こ
の
気
持
ら
’
で
い
っ
は
い
で
す
。

S
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印
阿
東
高
校
卒
業
、
り
’

ｙ
、
ｆ
教
り
？
匹
応
身
。
１

‥
口
な
ｙ
カ
ー
只
沁
酋
」

　
ま

　
・
、
中
学
校
２
．
か
ら
教
囚

八
〇
た
か
っ
た
。
印
字
‐

E
‐
i
に
は
巾
ツ
り
ら
咎
こ

I
N
‐
k
1
4

4
y

t
y
3

吏

･'/　r･､rこ7;数

自分の童皿を持って,行●して微しい

た
い
こ
と
を
腿
つ
け
て
、

先
ｑ
に
質
問
す
る
こ
ど
Ｉ

　
ｉ

　
一
り
’
オ
リ
ン
の
仙
奏

と
カ
ー
フ
ー
ケ
。
。
島
に
ｙ

て
な
ら
カ
フ
４
谷
に
｀
３
り
判

だ
べ
な
。
て
し
ま
っ
た
。
心
。

か
残
念
。
カ
ラ
４
ケ
に

き
い
！
」

　
Ｉ
婁
樟
Ｉ
代
Ｉ
Ｉ
い
圃

　
「
当
時
で
き
た
ほ
か
’
、
‘

‘
Ｎ
ｇ
Ｊ
４
２
ｅ
ｙ
．
５

統
り
４
八
分
で
壇
秀

句
’
か
ご
こ

　
‐
歯
房
肆
珊

　
一
白
咀
惣
ｌ
ｆ
？

灸
一
恥
ぼ
む
。
、
む
気
’

早
７
ぶ
紆
・
ド

　
ー
ど
の
よ
う
な
Ｓ
栓
生

と
最
後
ま
で
．
締
に
ゴ
ー
ル
削
い
飛
恥
ほ
無
常
支
・
咽
喉
’
鼻

ｉ
騨
ｙ
が
恥
む
Ｉ
肖
べ
免
と
つ
な
か
り
て
s
g
t
l
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湖
か
く
迎
え
７
ぞ
だ
さ
Ｊ
た
ｍ
．
φ
ｔ
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東
洋
医
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刄
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創
ら

だ
っ
た
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肖
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恥
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l
k
J
i
と
い
っ
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な
い

か
、
９
お
う
』
ご
。
・
ぶ

け
乙
い
今
時
の
・
□
分
応

ぢ
汽
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み
る
と
、
へ
の
マ

ロ
で
ざ
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’
‥
く
な
さ
そ
う
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笑
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１７

　
「
強
行
遠
足
」
と
言
え
ば
お
守
り
。
テ
ー

マ
は
「
あ
な
た
は
お
守
り
を
渡
し
ま
し
た

か
？
」
。
１
年
か
ら
３
年
の
女
子
１
０
０
人

に
ア
ン
ケ
ー
ト
。

　
お
守
り
を
作
っ
た
女
子
は
9
1
％
（
9
1
人
）
と

い
う
驚
き
の
結
果
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
５
個

以
上
作
っ
た
人
が
約
半
数
。
渡
し
た
相
手
は

友
達
や
部
活
の
仲
間
が
多
く
、
そ
の
他
の

項
目
で
は
、
「
（
友
達
で
は
な
い
）
ク
ラ
ス
の
男

子
」
な
ど
。

　
ま
た
、
お
守
り
は
作
ら
な
か
っ
た
が
、
ラ
ッ

ピ
ン
グ
袋
に
お
菓
子
を
入
れ
て
み
ん
な
に
渡

し
た
な
ど
の
意
見
も
多
か
っ
た
。

　
今
年
は
小
諸
復
活
の
年
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
お
守
り
を
作
っ
た
人
が
多
か
っ
た
よ
う

だ
。
お
守
り
は
、
強
行
遠
足
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
ア
イ
テ
ム
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
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強行遠足新聞

生徒会が発行するタブロイド判(両面)4色

新聞｡今回は､４回発行された｡強行遠足

に参加するー高生のために､校長先生、

担当の先生､上級生などのメッセージをはじ

め､｢秘伝･完走のために｣(上級生の声)。

｢―高伝統のお守りの作り方｣(おすすめ

手芸店紹介もある)、｢必需品チェック～あ

れ持った?～｣(｢復讐心｣なんていうものも)。

｢臼田リンゴ伝説～簡単アップルパイの作

り方｣(臼田のリンゴを女子にあげ､アップル

パイを作って食べ､カップルが永遠の愛を誓

うという伝説)、｢強行遠足あるある｣(一緒

に行こう！はことごとく裏切られる｡あと2キ

ロの看板を絶対に信じない､等)。
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強行遠足新聞で盛り上

がるゴール小諸への思い

身分証明書が検印カード

我々の時代(昭和50年頃)は､｢強行遠

足検印カード｣というものがあり(写真左

ｉ　参照)､各救諸所に羞くとハンコが押され

た｡カードをひもで通し､首にぶら下げ､－

つひとつハンコが押されるのが前に進む

原動力になった。

しかし､最近は違うのである｡入学と同時

に作られる顔写真入りの｢身分証明書｣

(写真下)にはバーコードが入っていて、

救護所に設置してある読み取り機にかざ

すと通過が記録されるというものだ｡うー

む､|刊ﾋは強行遠足まで変えてしまってい

たのだ。
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　　　　長く続けるために、

これから100年をどうするかという発想

移り変わる時代の中で必要なこと

今回105キロ復活の立役者の一人､中潭先生に

実現するまでのさまざまなお話をお伺いした。

40年ぶりに見聞きする一高の強行遠足の現実を考えることは、

我々同窓会のメンバーたちの｢夢をつなぐ｣仕事のようにも思える。

　　　体育振興係

　中潭達彦

Tatsuhiko Nakazawa

－
ｌ
１
１
年
ぶ
り
に
、
伝
統
の
「
強
行
遠
足
」
が

。
正
規
の
距
離
々
で
あ
る
１
０
５
キ
ロ
、
小
諸

ま
で
の
コ
ー
ス
で
復
活
し
ま
し
た
Ｉ
・

　
４
年
前
に
甲
府
一
高
に
着
任
し
た
当
時
か
ら

「
や
り
た
い
」
「
や
ろ
う
」
と
い
う
声
は
多
く
、
伝

統
の
１
０
５
キ
ロ
を
復
活
さ
せ
る
と
い
う
話
は

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
か
ら
言
わ
れ
ま
し
た
。
‥
目

年
前
の
悲
し
い
出
来
事
以
来
、
距
離
を
短
縮
し

て
実
施
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
や
は
り
元
の
距

離
に
戻
し
た
い
と
い
う
声
は
、
校
内
は
も
ち
ろ

ん
、
Ｏ
Ｂ
の
方
々
や
、
ま
わ
り
の
人
た
ち
か
ら
数

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
で
す
か
ら
な
お
の
こ
と
、
そ
の
一
方
で
、
「
安

全
面
は
ど
う
な
の
か
？
ま
だ
早
い
の
で
は
な
い

か
？
」
と
い
う
意
見
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

取
材
や
報
道
も
す
ご
か
っ
た
し
、
学
校
へ
の
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
は
相
当
強
い
も
の
で
し
た
。
一
高
の

「
強
行
遠
足
」
は
他
校
の
い
ろ
い
ろ
な
行
事
に

比
べ
て
も
世
間
の
関
心
が
非
常
に
高
い
こ
と
を

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

１
－
‐
‐
こ
の
４
年
間
、
中
潭
先
生
は
ど
の
よ
う
な

慟
き
か
け
を
さ
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。

　
最
初
の
年
は
、
そ
れ
こ
そ
、
様
子
見
・
で
し
た

が
、
次
年
度
か
ら
、
具
体
的
に
検
討
す
る
よ
う

に
言
わ
れ
ま
し
た
。
ま
だ
小
海
ま
で
の
コ
ー
ス

だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
に
小
諸
ま
で
の
コ
ー

ス
も
見
て
み
て
、
「
こ
れ
な
ら
行
け
る
か
な
」
と
。

そ
の
時
に
自
分
の
中
で
は
、
漠
然
と
し
て
で
は

あ
る
が
、
何
と
な
く
イ
メ
九
ン
が
で
き
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
２
年
か
け
て
、
職
員
の
意
思
統
一
と

か
、
マ
ス
コ
ミ
ヘ
の
対
応
だ
と
か
、
細
か
い
こ
と
を

詰
め
て
い
き
ま
し
た
。

　
た
だ
、
周
囲
の
雰
囲
気
で
「
や
る
」
が
一
人
歩

き
し
て
し
ま
っ
て
い
て
、
一
番
大
切
な
「
安
全
と

健
康
」
と
い
う
部
分
が
あ
い
ま
い
な
ま
ま
だ
っ
た

の
で
、
こ
の
最
重
要
課
題
を
本
当
に
し
っ
か
り

確
保
す
る
こ
と
を
条
件
に
校
長
（
前
校
長
・
奥

田
正
直
氏
）
に
決
断
を
仰
ぎ
ま
し
た
。
大
変
な

決
断
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
よ
り
も

一
番
犬
変
だ
っ
た
の
は
、
こ
の
「
や
る
ん
だ
！
」
と

い
う
決
断
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

‐
‐
－
‐
－
そ
の
際
、
一
番
考
慮
さ
れ
た
の
は
？

　
や
は
り
何
よ
り
も
「
安
全
と
健
康
」
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
い
か
に
生
徒
の
安
全
と
健
康
を

確
保
す
る
か
。
そ
の
た
め
の
プ
ラ
ン
を
こ
れ
で
も

か
と
い
う
く
ら
い
考
え
て
校
長
に
提
示
し
ま
し

た
。
そ
う
し
た
ら
「
命
を
か
け
て
、
や
る
」
と
決

断
し
て
く
れ
た
ん
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
も
生
徒
の
安
全
に
つ

い
て
は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
き
ま
し
た
。
例

え
ば
今
回
は
、
3
0
合
以
上
の
貸
切
バ
ス
を
路
線

バ
ス
並
み
に
運
行
さ
せ
、
ほ
と
ん
ど
待
ち
時
間

な
し
で
帰
校
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
れ

も
で
き
る
だ
け
短
時
間
で
。
こ
れ
が
生
徒
の
負

担
軽
減
に
も
な
る
ん
で
す
ね
。

　
コ
ス
ト
を
考
え
て
バ
ス
の
台
数
を
減
ら
す
と
、

生
徒
は
何
時
間
も
待
機
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
間
に
体
調
を
崩
し
て
し
ま
う
場
合

が
あ
り
ま
す
。
す
ぐ
バ
ス
に
乗
っ
て
帰
れ
る
と
い

う
こ
と
な
ら
、
気
持
ち
の
面
で
も
違
う
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

‐
－
‐
－
な
る
ほ
ど
。
我
々
の
頃
か
ら
思
う
と
、
や

は
り
時
代
は
変
わ
っ
た
な
と
。

　
「
強
行
遠
足
」
は
、
9
0
年
も
の
歴
史
の
中
で
、
３

回
中
止
が
あ
り
ま
し
た
が
、
連
綿
と
続
い
て
き

た
甲
府
一
高
の
伝
統
行
事
で
す
。

　
こ
れ
は
、
夜
を
徹
し
て
１
０
５
キ
ロ
と
い
う

道
を
ひ
た
す
ら
歩
く
と
い
う
、
そ
こ
に
い
ろ
い
ろ

な
。
困
難
゛
が
あ
っ
た
か
ら
統
い
て
き
た
ん
だ
と

思
い
ま
す
。
い
い
か
げ
ん
な
気
持
ち
で
は
決
し
て

続
き
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
時
代
の
変
化
の
中
で
は
、

や
は
り
「
昔
は
こ
う
だ
っ
た
か
ら
、
我
々
は
あ
あ

だ
っ
た
か
ら
」
と
い
う
感
情
論
や
考
え
方
は
も

う
変
え
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
で
し
ょ
う
。

－
－
‐
‐
か
つ
て
は
、
１
０
５
キ
ロ
走
っ
た
翌
日
も
、

朝
き
ち
ん
と
登
校
し
て
、
自
分
の
席
に
座
っ
て

い
る
と
い
う
の
が
ゴ
ー
ル
で
し
た
。

　
現
在
で
は
次
の
日
は
休
み
で
す
。
さ
ら
に
、

以
前
は
電
車
の
中
で
み
ん
な
、
グ
ッ
タ
リ
し
て
床

に
転
が
る
よ
う
に
な
り
な
が
ら
帰
っ
て
き
て
い

た
と
の
こ
と
で
す
が
、
当
時
は
そ
れ
も
、
「
あ
あ
、

甲
府
一
高
の
強
行
遠
足
か
」
と
、
ま
わ
り
の
人

た
ち
も
許
し
て
く
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で

も
、
今
そ
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
苦
情
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
Ｏ
Ｂ
の
方
々
か
ら
は
よ
く
、
「
我
々
の

頃
は
、
何
も
見
え
な
い
、
真
っ
暗
闇
の
中
を
必
死

で
歩
い
た
。
そ
れ
が
強
行
遠
足
な
の
に
」
と
い
う

意
見
も
聞
か
れ
ま
す
。
お
気
持
ち
は
分
か
り
ま

す
が
、
今
は
そ
う
い
う
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

｜１８
■評゛-
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周
囲
か
ら
理
解
し
て
い
た
だ
く
ほ
う
が
難
し
い

と
思
い
ま
す
。

　
私
と
校
長
は
、
一
高
の
Ｏ
Ｂ
で
は
な
い
の
で
、

そ
う
し
た
い
ろ
ん
な
意
味
で
の
し
が
ら
み
や
こ

だ
わ
り
が
な
か
っ
た
か
ら
、
今
回
の
１
０
５
キ

ロ
復
活
が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
、

ち
ょ
っ
と
し
た
自
負
を
感
じ
て
い
ま
す
（
笑
）
。

　
１
０
年
も
経
て
ば
人
も
変
わ
る
し
、
時
代
も
変

わ
る
。
古
い
も
の
を
踏
襲
し
て
い
く
の
は
大
切

で
す
が
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
変
わ
り
、
む
し
ろ
理

解
し
て
く
れ
て
い
る
人
の
ほ
う
が
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
「
長
く
続
け
る
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
１
０
０

年
を
続
け
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
」
と
い
う

こ
と
に
、
現
実
的
に
ど
う
対
応
す
る
か
と
い
う

こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

－
－
今
回
の
１
０
５
キ
ロ
復
活
に
あ
た
っ
て
、

特
に
改
良
さ
れ
た
点
は
あ
り
ま
す
か
？

　
よ
り
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
今
回
は
、
貸

切
バ
ス
の
台
数
を
大
幅
に
増
や
し
た
こ
と
で
す
。

も
ち
ろ
ん
大
型
バ
ス
を
丸
２
日
、
何
＋
台
も
拘

束
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、
「
そ
ん
な
に
バ
ス
の
台

数
が
い
る
の
か
」
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。
で

も
、
バ
ス
を
用
意
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
「
移
動
救

護
所
」
に
な
る
と
い
う
こ
と
。
屋
根
も
つ
い
て
い

ま
す
か
ら
、
天
気
が
悪
く
な
っ
て
も
生
徒
を
全

部
収
容
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
ス
タ
ッ
フ
も
。
避

難
所
と
し
て
も
使
え
ま
す
。

　
そ
の
か
わ
り
、
や
っ
ぱ
り
ム
ダ
は
出
ま
す
。
で

も
そ
れ
は
安
全
へ
の
投
資
な
の
で
、
ご
理
解
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
で
も
こ
れ
が
、
今
回
　
　
気
が
か
り
で
す
。

の
成
功
の
大
き
な
力
の
一
つ
に
な
っ
た
こ
と
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
と
、
関
係
機
関
と

協
力
者
の
方
々
の
献
身
的
な
ご
協
力
で
す
。
特

に
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
医
師
の
確
保
な
ど
多

く
の
方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

－
次
回
へ
の
大
き
な
弾
み
に
な
り
ま
す
ね
。

　
私
の
中
で
は
、
こ
れ
が
「
第
１
回
」
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
成
功
は
し
た
け
れ
ど
、
改
善
点
や
問

題
点
も
、
も
ち
ろ
ん
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、
改
善
し
た
ほ
う
が
い
い
の
か
、
そ
の
ま
ま
の

ほ
う
が
い
い
の
か
と
い
う
の
は
、
ま
だ
分
か
り
ま

せ
ん
。
今
回
は
、
絶
対
に
事
故
の
な
い
よ
う
、
成

功
さ
せ
る
た
め
に
、
前
年
ま
で
の
小
海
ま
で
の

コ
ー
ス
は
変
え
ず
に
、
小
諸
ま
で
の
コ
ー
ス
を
復

活
さ
せ
た
だ
け
で
す
か
ら
、
今
後
、
変
更
も
含

め
検
証
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
男
子
は
街
灯
の
な
い
、
ほ
ば
真
っ
暗
闇

の
中
を
行
く
わ
け
で
す
。
ふ
つ
う
に
考
え
た
ら

一
番
危
険
な
こ
と
で
し
ょ
う
。
街
灯
を
設
置
し

ろ
と
い
っ
た
声
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
簡
単
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
何
と
い
っ
て
も
最
近
は
、
当
の
生

徒
よ
り
も
、
拠
点
に
座
っ
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
の
方

か
ら
「
心
細
い
」
と
い
う
連
絡
の
ほ
う
が
多
い
く

ら
い
で
す
か
ら
。
お
手
伝
い
を
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
人
も
生
徒
と
同
じ
安
全
基
準
で
や
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
意
見
も
た
く
さ
ん
問
き
ま
し
た
。

　
こ
う
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
ど
ん
ど
ん
少
な
く
な

る
中
で
、
関
係
機
関
の
許
可
等
が
、
年
々
厳
し

く
な
り
そ
う
な
気
配
も
あ
り
、
そ
の
あ
た
り
が

－
特
に
今
後
、
改
善
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
こ
と
は
？

　
教
職
員
の
側
か
ら
言
え
ば
、
勤
務
時
間
と
い

う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
現
状
は
ほ
と
ん
ど
不
眠
不
休
の
勤
務
に
な

り
ま
す
。
仕
事
だ
と
思
っ
て
や
っ
て
い
た
ら
、
と

て
も
じ
や
な
い
け
ど
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
や
は

り
ど
う
し
て
も
、
職
員
の
間
で
温
度
差
と
い
う

も
の
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
。

　
例
え
ば
、
誰
か
に
配
慮
し
て
負
担
を
減
ら
せ

ば
、
他
の
誰
か
に
そ
の
し
わ
寄
せ
が
行
く
。
職
員

に
よ
っ
て
仕
事
量
が
変
わ
っ
て
き
て
し
ま
う
と

い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
ね
。

　
そ
れ
に
、
析
悪
し
く
そ
の
季
節
は
け
っ
こ
う

忙
し
い
ん
で
す
。
入
試
が
早
ま
っ
て
、
推
薦
入
試

の
時
期
に
重
な
る
ん
で
す
ね
。
特
に
三
学
年
職

員
に
と
っ
て
は
非
常
に
キ
ツ
い
と
思
い
ま
す
。
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
負
担
の
軽
い
仕
事
を
、
と
い
っ
て

も
性
別
や
年
齢
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
は

適
性
も
あ
っ
て
、
と
て
も
難
し
い
の
で
す
。
そ
こ

に
配
慮
し
す
ぎ
る
と
、
ま
た
ど
こ
か
に
し
わ
寄

せ
が
行
く
。
そ
れ
を
な
ん
と
か
解
消
し
よ
う
と

検
討
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
れ
で
も
、
同
窓
生
で
は
な
い
先
生
が
こ
の

学
校
に
来
て
、
自
分
た
ち
が
実
際
に
強
行
遠
足

を
体
験
す
る
と
、
み
ん
な
こ
の
行
事
の
フ
ァ
ン
に

な
る
ん
で
す
。
大
変
に
キ
ツ
い
勤
務
で
、
最
初
は

み
ん
な
不
満
タ
ラ
タ
ラ
だ
け
ど
、
経
験
を
重
ね

て
い
く
と
、
逆
に
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い
く
。
先
生
も

変
わ
っ
て
い
く
ん
で
す
。

１９
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中
潭
先
生
は
着
任
さ
れ
て
４
年
間
、
強

行
遠
足
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、

ど
ん
な
印
象
を
持
た
れ
ま
し
た
か
？

　
甲
府
二
晶
の
強
行
遠
足
が
注
目
を
浴
び
る

の
は
と
て
も
う
れ
し
い
こ
と
で
す
が
、
報
道
な

ど
で
誤
解
さ
れ
て
し
ま
い
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま

生
徒
た
ち
に
も
伝
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う

現
状
が
あ
り
ま
す
。
む
し
ろ
報
道
が
過
剰
だ
っ

た
り
し
て
、
強
行
遠
足
の
目
的
を
は
き
ち
が
え

て
、
む
や
み
や
た
ら
と
美
化
さ
れ
て
報
道
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
本
来
の
目
的
と
は
遠
う
か
た
ち

で
伝
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
の
で
、
そ
の
こ

と
は
今
後
も
心
配
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
大
事
な
こ
と
は
、
「
強
行
遠
足
は
、
競
争

じ
ゃ
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
「
自
分
の
体
力

に
応
じ
て
、
歩
け
る
だ
け
歩
く
≒
一
切
の
妥
協

と
怠
慢
を
排
除
し
て
、
精
魂
限
り
歩
く
」
。
こ
れ

は
自
分
の
体
力
と
精
神
へ
の
挑
戦
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
れ
な
の
に
、
「
絶
対
に
小
諸
ま
で
行
か

な
け
れ
ば
！
・
」
と
い
う
風
潮
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
ま
す
。
順
位
も
そ
う
。
だ
か
ら
当
然
無
理
を

す
る
。
だ
か
ら
ど
れ
だ
け
安
全
を
考
え
て
、
い
ろ

い
ろ
な
手
を
尽
く
し
て
も
、
事
故
の
可
能
性
が

大
き
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
生
徒
た
ち
に
は
、
本
音
で
は
１
位
だ
っ
た
と

か
、
２
位
だ
っ
た
と
か
、
タ
イ
ム
や
距
離
は
ど
う

だ
っ
た
な
ど
と
思
っ
た
と
し
て
も
、
強
行
遠
足

は
、
教
育
的
行
事
と
し
て
そ
う
い
う
目
的
は
な

い
、
だ
か
ら
そ
う
い
う
話
を
す
る
こ
と
は
な
い
と

伝
え
て
い
ま
す
。
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－
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極
端
に
言
え
ば
、
校
門
を
一
歩
出
て
中
止

し
て
も
い
い
の
で
す
。
そ
れ
を
批
判
し
た
り
、
責

め
た
り
す
る
こ
と
な
ん
て
な
い
で
す
し
。
た
だ
、

１
年
の
時
か
ら
言
い
続
け
た
３
年
生
の
コ
メ
ン

　
そ
れ
が
、
あ
る
時
か
ら
横
断
歩
道
、
歩
道
橋

を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
「
こ

れ
な
ら
、
い
け
る
な
」
っ
て
思
っ
た
ん
で
す
。

ト
に
は
、
や
っ
ぱ
り
こ
ち
ら
の
真
意
が
伝
わ
っ
て
　
　
ｒ
－
保
護
者
の
意
識
改
革
も
必
要
で
は
？

い
な
い
も
の
も
い
く
つ
か
あ
っ
て
、
そ
れ
は
残
念

に
思
い
ま
す
ね
。

　
一
高
の
生
徒
は
み
ん
な
ま
じ
め
だ
か
ら
、
「
や

ら
な
き
や
Ｉ
・
」
と
い
う
気
持
ち
が
強
す
ぎ
る
の

で
、
私
の
一
番
の
苦
労
と
い
え
ば
、
そ
れ
で
し
ょ

う
ね
。
大
げ
さ
で
は
な
く
、
命
を
す
り
減
ら
す

思
い
で
す
。
事
故
の
な
い
よ
う
、
毎
回
自
分
の
命

を
か
け
る
、
み
た
い
な
。
本
当
に
こ
ん
な
に
神
経

を
使
う
行
事
は
な
い
で
す
。

　
で
す
か
ら
、
生
徒
た
ち
に
は
、
そ
う
い
う
意
識
、

大
人
の
考
え
を
持
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
の
ど

が
渇
い
た
ら
、
コ
ン
ビ
ニ
や
自
販
機
を
利
用
す
る
、

ト
イ
レ
に
行
き
た
く
な
っ
た
ら
公
共
施
設
を
探

す
。
赤
信
号
な
ら
止
ま
る
し
、
青
に
な
っ
た
ら
進

む
。
信
号
が
な
け
れ
ば
左
右
よ
く
見
て
渡
る
と

か
。
そ
ん
な
の
こ
ち
ら
で
用
意
し
な
く
て
も
当

た
り
前
の
こ
と
で
す
よ
ね
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
が

で
き
て
い
な
い
。

　
全
校
集
会
で
も
話
す
の
で
す
が
、
そ
う
い
う

当
た
り
前
の
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
ら
こ
そ
強

行
遠
足
が
や
れ
る
ん
だ
と
。
例
え
ば
、
学
校
の

向
か
い
に
あ
る
バ
ス
停
で
下
車
し
た
生
徒
が
そ

の
ま
ま
道
路
を
横
断
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
す

ぐ
先
に
横
断
歩
道
も
歩
道
橋
も
あ
る
の
に
、
め

ん
ど
う
だ
か
ら
と
道
路
を
横
切
っ
て
し
ま
う
。

「
そ
う
い
う
の
を
見
て
し
ま
う
と
、
強
行
遠
足

は
で
き
な
い
と
思
う
」
と
。

　
そ
こ
で
ち
ょ
っ
と
苦
言
を
呈
し
た
い
の
が
、
保

護
者
が
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で

す
。
自
分
の
子
ど
も
を
応
援
し
よ
う
と
車
で
伴

走
し
た
り
す
る
ん
で
す
。
そ
れ
で
車
が
増
え
る

し
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
ら
ず
に
ノ
ロ
ノ
ロ
運
転
し

た
り
、
ず
っ
と
路
肩
に
停
車
し
た
り
と
、
無
理
な

運
転
も
す
る
。
生
徒
だ
ち
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ

ち
ら
の
ほ
う
が
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　
一
生
懸
命
お
手
伝
い
し
て
く
れ
て
い
る
保
護

者
か
ら
し
た
ら
、
「
何
な
の
あ
れ
？
」
「
そ
ん
な
こ

と
や
っ
て
る
ん
な
ら
手
伝
っ
て
よ
！
」
と
い
う
ふ

う
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
こ
が
一

番
の
問
題
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
ま
わ
り
の
大
人
た

ち
も
、
み
ん
な
常
識
・
マ
ナ
ー
を
守
れ
な
い
と
、
強

行
遠
足
は
絶
対
で
き
な
い
と
。

‐
‐
‐
‐
－
そ
れ
だ
け
注
目
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
を
、

い
ろ
い
ろ
な
ご
苦
労
の
末
に
実
現
さ
れ
た
。

　
ふ
つ
う
な
ら
生
徒
だ
っ
て
、
あ
れ
だ
け
の
マ
ス

コ
ミ
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
囲
ま
れ
て
、
ち
ょ
っ
と
く

ら
い
調
子
に
乗
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
で
も
、

誰
一
人
そ
ん
な
生
徒
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
本

当
に
普
通
に
や
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
成
功

の
、
最
大
の
要
因
は
そ
ん
な
「
生
徒
た
ち
の
意

識
」
で
す
。
こ
れ
が
何
よ
り
も
う
れ
し
か
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
9
￥
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入学式

8日､入学式が行われました｡今年度は､普通科241

名､英語科36名､計277名の新入生を迎え､本校体

育館で行われました。

応援練習

16日､17日､一年生を対象に応援団の指導のもと応

援練習が体育館で行われました。

第65回山梨県高校総合体育大会

8日､総合開会式が小瀬スポーツ公園陸上競技場で行われました｡競技は10日まで行われ､本

校からは17競技に出場しました｡―高の総合順位は男子13位(13点)､女子6位(14点)でした。

山岳部女子とテニス部男子個人で全国大会へ､陸上部､テニス部男女､アーチェリー部男女、

弓道部女子､空手部男女､山岳部男子の6競技が関東大会への切符をつかみました。

　　　　　　　　　　　　　　キティちゃんが強行遠足の名場面を再現

ダ　　　　　　　　　｀　　　　　昨年､好評の一志キティちゃんが今年は強行遠足バージョンになりました｡小諸復活を記念し

　　　　　　　　　　　　　　て作られたストラップは､キティとダニエルが一緒にリンゴを持っています｡同窓会総会で販売

。　　　　　　　　　　　　　　　され､本校購買でも発売され人気を集めました
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関東高校体育大会

オープンスクール

応援団演舞発表会

｢団旗の下に｣開催

２２
｜

陸上部､テニス創男女､アーチェリー創男女、

弓道創女子､空手創男女が出場｡アーチェ

リー創男子が団体3位､弓道創女子は射る時

の美しさを評価基準とする技能優秀で4位に

入賞しました。

一高祭

30日､応援団による演舞発表会｢団

旗の下に｣が体育館で行われました。

この発表会は7年ぶりに行われ､生徒、

保護者､卒業生ら約250名が来場し、

応援団の力強い演舞に拍手を送って

いました。

学校説明会

21日､22日､一高祭が行われました｡1日目はコ

ラニー文化ホールで､開祭式のあとクラス発

表､文化部発表がありました｡2日目は､学校で

一般公開がありました｡たくさんの方が来校さ

れて､クラス展示､クラス新聞や似顔絵､部展

示などを見ていただきました。

第95回全国高校野球

選手権山梨大会
20日､普通科･英語科の説明会がコラ

ニー文化ホールで行われました｡今年

も生徒主体の運営がとても好評でした。

全国高校野球選手権山梨大会で､本校野球

部は7月15日に2回戦から登場し､日大明誠高

校に4対8で敗退しました。

この夏､多くの部活動が

全国大会に出場

（
８
）
月
一
三

ｑ
ｙ
↓

-・㎜=

　　　　　　　　　　　　｜

NHK杯全国高校放送コンテスト(東京都)に放

送部が出場｡大分を中心とした北部九州で開

催された全国高校総体(インターハイ)に山岳

部女子､テニス部男子､弓道部女子が出場｡全

国高校総合文化祭(長崎県)に美術部､筝曲

部､新聞部､囲碁将棋部が出場｡他県の高校

生たちとスポーツや芸術を通して交流しました。

日新基金プロジェクト

創立130周年を記念して創立された生徒の自

主的活動を支援する日新基金で､今年はア･

カペラ部員が企画した｢夢の架け橋～ロサン

ゼルスコンサート～｣というプロジェクトが採用

されました｡6日から12日にかけてアメリカのロ

サンゼルス市で歌を通して国際交流をしました。

西関東吹奏楽コンクール

24日､オープンスクールが

行われました｡午前と午後

の2回に分けて､体験授業･

施設見学･部活動見学等

が行われ､中学生､保護者

が約1000人参加しました。

７日､新潟県新潟市で行われた西関東吹奏楽

コンクールに応援団吹奏楽部が高校Aの部に

出場し､銅賞を受賞しました。

㎜軍国pt｡.………...-.

　　　　　＿_　　_･_
　　　　　　　　　　㎜■■㎜　■㎜■㎜㎜㎜　　　　　　　　　　　･･-‾‾
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j､遠　第87回強行遠足､小諸復活

5日､6日､本校最大の行事である強行遠足

が行われました｡今年は男子の距離が学校

から小諸までの105.7kmに延長されました。

女子は高根から小海までの43.2km｡男女

とも己の力の限界に挑みました｡11年ぶりの

｢小諸復活｣ということで､多くの同窓生の

方にご協力をいただきました｡また､強行遠

足で交流している北海道の北見北斗高校

から男女4名の生徒が参加し､‐高生と一

緒にゴールしました。

甲府第一美術館

秋の特別展が｢REMEMBER FUKUSHIMA(リ

メンバーフクシマ)｣というスローガンで21日か

ら27日まで行われ､福島に関する写真展や

福島の酪農家の方の講演会が行われました。

第34回山梨県高校芸術文化祭

7日､山梨県高校芸術文化祭のグランドステー

ジが行われました｡文化祭には15部､約180名

が参加し､芸術文化祭賞(吹奏楽部､美術部、

ア･カペラ部)､最優秀賞(新聞部)､優秀賞(美

術部･放送部)等多くの賞を受け､文化活動の

成果を披露しました。

同窓会入会式

28日､3年生269名が

同窓会に入会しました。

卒業式

１日､普通科232名、

英語科37名､計269

名の卒業生が母校を

巣立っていきました。

研修旅行

10日から13日まで､2年生が沖

縄研修旅行に行きました昌中

縄の美しい自然に触れ､平和

学習で講話を聞いたり､戦跡を

巡ったりしました。

短期海外研修

生徒20名と教員2名がオースト

ラリアの姉妹校ヘンリー高校

に3月13日から22日まで､短期

海外研修に行ってきました。

やまなし国文祭、

ローソンコラボ商品

｢桃ンパン｣発売

一高生が考案した桃風味のメロンパン

｢桃ンパン｣が期間限定で関東甲信越

のローソンで発売され､大好評でした。

新人大会

2年生中心となった新チームの公式戦

では､アーチェリー部が全国大会､テニ

ス部男女が関東大会への出場が決まり

ました｡他の多くの部も健闘しました。

韓国忠清北進スポーツ交流

アーチェリー部が県内他2

校のアーチェリー部員と共

に､25日から29日まで､韓

国吉清北進を訪問し､アー

チェリーを通して韓国の選

手と交流を行いました。

第7回関東高校スピーチ

コンテストに出場

8日､関東甲信越地区高

校英語スピーチコンテス

全国高校選抜大会

アーチェリー部男女とテニス部男子

が出場しました｡テニス部男子主将

は開会式で選手宣誓の大役を務めま

した。
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昭
和
三
‐
ド
六
年
駆
）

夢をつないで十七年
　
東
京
同
窓
会
の
女
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
発
足
し
た

コ
紅
会
」
は
今
年
で
十
七
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
活
動
　
　
‐
‐
‐

の
中
心
に
な
っ
て
い
る
の
は
幹
事
会
で
、
当
初
幹
事
は
三
十

名
位
で
し
た
の
が
、
今
や
七
十
名
余
り
の
大
所
帯
と
な
り

ま
し
た
。
会
員
相
互
の
交
流
を
図
り
な
が
ら
も
活
発
な
話
　
　
‐
‐
‐
‐
‐

し
合
い
の
中
、
更
な
る
一
紅
会
の
発
展
の
た
め
に
模
索
し
な

が
ら
幹
事
一
同
努
力
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
同
窓
会
の
活
性
化
の
た
め
開
始
さ
れ
た
講
演
会
は
、
　
　
一

今
で
は
多
く
の
同
窓
生
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
十
七
回
目
を
迎
え
た
今
年
は
、
三
月
に
小
河
原
正
己
氏

言
十
四
年
卒
）
を
お
迎
え
し
、
「
万
葉
集
は
古
代
人
の
ド
　
　
ー

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
」
と
題
し
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

三
八
〇
名
と
い
う
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
盛
況

裏
に
終
わ
り
ま
し
た
の
も
び
と
え
に
皆
様
方
の
温
か
い
ご
　
　
一

支
援
の
賜
物
と
、
心
よ
り
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
講
演
会
か
ら
派
生
し
た
「
歴
史
研
究
同
好
会
」
（
井
上

若
子
幹
事
担
当
）
は
、
渡
辺
房
男
先
生
三
一
十
八
年
卒
）
を
　
　
‐
‐
‐

リ
ー
ダ
ー
に
年
二
回
の
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
東
京
同
窓
会
が
女
性
の
参
加
に
よ
り
活
発
に
運
営
さ
れ

る
よ
う
に
と
い
う
初
期
の
目
的
は
年
を
重
ね
る
毎
に
達
成
　
　
‐
‐

さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
若
い
力
を
得
て

さ
ら
に
同
窓
文
化
発
展
の
た
め
に
、
ま
た
出
来
得
る
社
会

貢
献
の
た
め
に
新
た
な
る
一
紅
会
の
夢
を
つ
な
い
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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ｉ
晋

一
　
一
紅
会
　
一

①
ロ
ド
回
員
ド

-｢万葉集｣は、古代人のドキュメンタリ

～いま｢万葉集｣が面白い～
る
の
が
、
他
で
も
あ
り
ま
せ
ん
、
こ
の
私
本
人
で

す
。
中
学
・
高
校
以
来
国
語
と
り
わ
け
古
文
は

大
の
苦
手
、
と
い
う
よ
り
大
嫌
い
な
科
目
で
し

た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
テ
レ
ビ
の
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
も
、
番
組
作
り
は
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
志

向
で
、
「
万
葉
集
」
な
ど
に
つ
い
て
は
無
知
蒙
昧
、

縁
も
ゆ
か
り
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
Ｘ
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、

　
と
こ
ろ
が
、
定
年
退
職
後
の
頼
ま
れ
仕
事
と

し
て
や
む
な
く
引
き
受
け
た
の
が
「
日
め
く
り

万
葉
集
」
…
…
…
。
そ
ん
な
私
に
思
い
が
け
な
い
こ

と
が
起
こ
り
ま
す
。
あ
る
日
突
然
「
万
葉
集
」
の

魅
力
に
と
り
憑
か
れ
、
以
来
す
っ
か
り
は
ま
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。
全
く
の
門
外
漢
の
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
を
、
自
称
「
万
葉
集
の
宣
伝
係
」
に
変
え
さ

せ
た
、
万
葉
集
の
魅
力
と
は
？
‐
『
『
‐
’
一

富
士
山
は
噴
煙
を
上
げ
、

富
士
五
濁
は
三
濁
だ
っ
た

　
昨
年
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
注
目
を

集
め
た
富
士
山
。
万
葉
集
の
富
士
山
を
詠
ん
だ

歌
一
一
首
の
中
で
、
最
も
よ
く
知
ら
れ
愛
唱
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ｉ
べ
い
才
く
ね
あ
か
ひ
と
　
ふ
し
の

れ
て
い
る
歌
の
一
つ
、
山
部
宿
禰
赤
人
の
不
尽

山
を
望
め
る
歌
（
巻
三
こ
二
Ｉ
八
）
。

　
　
　
　
田
子
の
浦
ゆ
う
ち
出
で
て
見
れ
ば
ま
白
に
そ

　
　
　
　
富
士
の
高
嶺
に
雪
は
降
リ
け
る

ー－会
　
　
　
歌
の
作
者
山
都
赤
人
が
望
み
見
た
富
士
の

紅
　
　
山
は
、
今
私
た
ち
、
が
見
て
い
る
富
士
山
と
は
違
っ

一
　
　
て
い
ま
し
た
。
万
葉
の
時
代
、
富
士
山
は
、
「
不

―
　
尽
山
」
と
表
記
さ
れ
「
神
代
の
昔
か
ら
活
動
を

続
け
る
永
遠
に
命
の
尽
き
な
い
山
」
で
し
た
。

つ
ま
り
、
当
時
富
士
山
は
噴
煙
を
上
げ
、
溶
岩

が
流
出
し
て
川
を
せ
き
止
め
る
な
ど
、
火
山
活

動
を
し
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
他
に
も
、
「
不
二
」
、

「
不
死
」
な
ど
の
表
記
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
「
富

士
」
と
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
平
安
時

代
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
し
た
。

　
万
葉
の
歌
に
「
燃
ゆ
る
火
」
と
あ
る
よ
う
に
、

そ
の
頂
か
ら
は
噴
煙
が
上
が
り
、
「
（
古
）
せ
の

海
」
が
溶
岩
流
に
よ
り
分
断
さ
れ
、
濁
は
三
つ
に

分
か
れ
て
い
ま
し
た
。
富
士
五
濁
に
な
っ
た
の
は
、

万
葉
集
が
完
成
し
て
約
一
〇
〇
年
後
の
貞
観

の
時
代
の
一
連
の
大
噴
火
、
大
地
震
、
大
津
波

が
起
こ
っ
た
時
の
こ
と
な
の
で
す
。

当
時
の
庶
民
の
暮
ら
し
の

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

　
当
時
の
悲
惨
な
農
民
た
ち
の
暮
ら
し
ぶ
り

は
、
山
上
憶
良
の
有
名
な
長
歌
「
貧
窮
問
答

歌
犬
巻
五
入
九
一
ご
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
貧
窮
問
答
歌
」
は
、
文
字
通
り
万
葉
び
と
の

暮
ら
し
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
あ
り
、
億
良
は
、

当
代
一
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ス
ト
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
と
え
ば
、
現
在
の
レ
ー
ト
に
置
き
換
え
る

と
、
太
政
大
臣
は
年
収
三
億
円
、
召
使
い
ス
‥
）
○

人
で
し
た
。
下
級
役
人
は
年
収
二
三
〇
万
円
、

庶
民
は
収
人
な
し
、
に
な
り
ま
す
。

戦
時
中
、
万
葉
集
は

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か

　
戦
地
で
青
春
を
過
ご
す
若
者
に
と
っ
て
、
「
万

葉
集
」
は
ま
さ
に
「
青
春
の
書
」
で
し
た
。

　
日
本
文
学
者
の
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
さ
ん
は
、
ア

メ
リ
カ
海
軍
の
日
本
語
学
校
に
入
学
、
海
軍
情

報
士
官
と
し
て
日
本
人
捕
虜
を
尋
問
、
持
ち
物

検
査
に
当
た
っ
た
時
、
捕
虜
た
ち
が
最
も
多
く

持
っ
て
い
た
本
が
「
万
葉
集
」
だ
っ
た
こ
と
を
鮮
明

に
覚
え
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の
辺
見
じ
ゆ
ん
さ
ん
は

「
内
地
の
恋
人
と
の
間
で
、
数
字
を
書
い
た
葉

書
の
や
り
取
り
が
行
わ
れ
た
」
と
い
う
話
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。
恋
歌
の
歌
番
号
で
互
い
の
気

持
を
伝
え
あ
っ
て
い
た
の
だ
そ
う
で
す
。

　
作
家
の
阿
川
弘
之
さ
ん
が
、
出
征
の
時
持
っ

て
行
っ
た
一
冊
の
本
が
「
万
葉
集
」
の
文
庫
本

で
し
た
。
広
島
の
家
は
原
爆
に
焼
か
れ
、
残
っ
た

蔵
書
は
こ
の
一
冊
だ
け
。
今
も
大
事
に
持
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。
阿
川
さ
ん
は
、
そ
の
文
庫
本
を

手
に
「
内
地
の
友
人
か
ら
送
ら
れ
た
万
葉
集
の

カ
タ
ク
リ
の
歌
の
絵
葉
書
に
慰
め
ら
れ
た
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
そ
う
、
万
葉
集
は
目
本
の
宝
…
…
｛
に
四
土
山
と

同
じ
よ
う
に
、
口
本
の
文
化
遺
産
な
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
封
必

　
（
’
講
演
会
で
配
布
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
講
演
か
ら
再
構
成
さ

　
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）

で
＝
Ｅ
ｔ
、
～
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Ｌ
Ｉ
・
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　　　　　[花子とアン]を

100倍楽しむ゛花子と甲府。
　　　　　　　　　現在放送中のＮＨＫ連続テレビ小説『花子とアン』。

今作は､山梨出身の主人公安東はなが､女学校で勉強するため上京し、

　　　やがて｢赤毛のアン｣など児童文学の翻訳に人生を捧げる物語。

　そのモデルとなった村岡花子の､あまり知られていない｢甲府時代｣を、

　本誌30ページにもご登場いただく､水木亮こと望月弘美先生が著した

　　　　　　　　　　　　『郷土史にかがやく人々第16集村岡花子』

　　　　　(青少年のための山梨県民会議編)をもとにご紹介しましょう。

　　‥－J､jヽaSjk々略1･.応－いj‥

　
　
”
一
’
　
　
　
］

ル
プ
ド

れた小冊子1年に発行さ昭和６

ご往

四≒叉有一

辞
世
の
歌
を
七
歳
で
詠
ん
だ
花
子

　
村
岡
花
子
は
明
治
二
六
二
八
九
三
）
年
、
甲

府
市
寿
町
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
生
家
は
現
在
の

県
民
文
化
ホ
ー
ル
の
西
側
、
今
も
ひ
っ
そ
り
残
る

小
さ
な
神
社
の
あ
た
り
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
花

子
は
三
、
四
歳
の
こ
ろ
一
家
で
上
京
す
る
ま
で
こ

こ
で
育
ち
ま
し
た
。

　
の
ち
に
大
き
く
開
花
す
る
花
子
の
将
来
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
が
、
こ
の
家
の
家
主

で
あ
り
、
教
育
者
で
あ
っ
た
山
田
弘
道
で
し
た
。

「
花
子
」
と
い
う
名
前
も
、
温
厚
篤
実
で
、
熱
心

な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
だ
っ
た
弘
道
の
人
柄
に
ほ
れ
込

ん
で
い
た
父
・
逸
平
の
強
い
希
望
で
、
弘
道
が
つ

け
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
上
京
後
、
花
子
は
品
川
の
小
学
校
に
入
学
し

ま
す
が
、
三
年
生
の
と
き
に
大
病
に
か
か
り
、
そ

こ
で
詠
ん
だ
の
が
ド
ラ
マ
で
も
紹
介
さ
れ
た
。
辞

世
の
歌
仙

「
ま
だ
ま
だ
と
思
い
て
過
し
お
る
う
ち
に

は
や
死
の
道
へ
向
う
も
の
な
り
」

　
ド
ラ
マ
の
設
定
と
は
異
な
り
ま
す
が
、
花
子

が
こ
の
歌
を
、
わ
ず
か
七
歳
で
作
っ
た
の
は
事
実

で
す
。
「
お
そ
ら
く
こ
こ
で
逸
平
か
ら
山
田
弘
道

に
相
談
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
水
木
氏
は

い
い
ま
す
。
弘
道
は
自
分
の
娘
た
ち
を
、
自
ら
が

教
鞭
を
取
っ
て
い
た
山
梨
英
和
で
は
な
く
、
東

洋
英
和
女
学
院
に
入
れ
て
い
ま
し
た
。
教
師
に

な
る
た
め
に
は
文
部
省
の
認
定
校
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
た
め
で
す
。
村
か
ら
旧
制
中
学
や

女
学
校
に
い
け
る
の
は
、
せ
い
ぜ
い
村
長
か
地
主

の
子
ど
も
く
ら
い
と
い
う
時
代
。
そ
れ
で
も
弘

道
の
懸
命
な
努
力
に
よ
り
花
子
の
東
洋
英
和
へ

の
入
学
が
実
現
す
る
の
で
す
。

山
梨
英
和
の
英
語
教
師

　
そ
の
間
の
こ
と
は
ド
ラ
マ
に
お
任
せ
す
る
と
し

て
、
大
正
二
二
九
一
三
）
年
三
月
、
東
洋
英
和

を
卒
業
し
た
二
〇
歳
の
花
子
は
、
大
正
三
年
に

山
梨
英
和
女
学
校
の
英
語
教
師
と
し
て
、
再
び

郷
里
山
梨
の
地
を
踏
み
ま
す
。

　
そ
の
後
五
年
間
を
甲
府
で
過
ご
し
ま
す
が
、

そ
の
間
生
徒
と
一
緒
に
寄
宿
舎
に
住
み
、
ホ
ー
ム

シ
ッ
ク
で
泣
い
て
い
る
生
徒
た
ち
を
旧
約
聖
書

や
お
と
ぎ
話
な
ど
を
し
て
慰
め
た
こ
と
も
あ
っ
た

よ
う
で
す
。
ま
た
、
生
徒
だ
ち
と
『
さ
く
ら
貝
』
と

い
う
歌
集
を
出
し
た
り
、
雑
誌
『
少
女
画
報
』
に

小
説
を
寄
稿
し
て
い
ま
し
た
。

「
わ
た
し
の
青
春
は
甲
府
に
あ
る
」

　
そ
し
て
大
正
八
年
、
花
子
は
子
ど
も
向
け
の

本
の
編
集
者
に
な
る
た
め
に
、
英
和
を
辞
め
再

び
上
京
。
村
岡
徹
三
と
結
婚
し
ま
す
。

『
赤
毛
の
ア
ン
』
原
著
と
の
出
会
い
は
昭
和
一
四

二
九
三
九
）
年
。
戦
渦
の
中
、
当
局
の
厳
し
い

目
を
避
け
な
が
ら
翻
訳
作
業
が
続
け
ら
れ
た

本
書
が
世
に
出
だ
の
は
昭
和
二
七
年
の
こ
と
で

し
た
Ｉ
・
－
。

　
そ
の
後
、
昭
和
四
三
年
一
〇
月
に
亡
く
な
る

ま
で
花
子
は
山
梨
へ
も
何
度
も
講
演
に
訪
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
二
度
の
甲
府
時
代
に
は
明
ら
か

に
花
子
の
文
学
の
萌
芽
を
見
て
取
れ
ま
す
。

「
薄
紫
の
ブ
ド
ウ
に
は
さ
ま
ざ
ま
の
若
い
歳
月
の

思
い
出
が
こ
も
っ
て
い
る
。
今
に
な
っ
て
こ
れ
を
味

わ
う
と
、
遠
く
過
ぎ
去
っ
た
若
い
日
の
喜
び
や
悲

し
み
が
ま
ざ
ま
ざ
と
よ
み
が
え
っ
て
く
る
。
こ
れ

ら
の
思
い
出
は
主
と
し
て
甲
州
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
結
婚
前
の
若
い
歳
月
を
女
学
校
教
師
と
し

て
過
ご
し
た
の
が
甲
府
で
、
い
わ
ば
わ
た
し
の
青

春
は
甲
府
に
つ
な
が
る
と
い
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
」

（
随
筆
集
『
生
き
る
と
い
う
こ
と
』
よ
り
）

　
水
木
氏
は
そ
ん
な
花
子
の
文
章
を
引
い
て
、

「
児
童
文
学
、
青
春
の
文
学
に
一
生
を
捧
げ
た

村
岡
花
子
の
歩
み
は
、
根
底
に
甲
州
の
風
土
を

ふ
ま
え
な
が
ら
、
着
実
に
、
し
か
も
粘
り
強
く
切

り
聞
か
れ
た
」
と
書
い
て
い
ま
す
。
　
　
ａ
封
姑

｜
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【
あ
】

あ
り
っ
か
ね
え
　
あ
る
わ
け
な
い
。

　
　
「
ほ
ん
な
こ
ん
、
－
じ
や
ん
！
」

　
　
（
そ
ん
な
こ
と
あ
る
わ
け
な
い
で
し
ょ
？
・
）

い
い
さ
よ
お
　
い
い
ん
だ
よ
Ｉ
・

　
　
「
は
ん
な
心
配
し
ん
で
Ｉ
」

　
　
（
そ
ん
な
心
配
し
な
く
て
い
い
ん
だ
よ
）

い
か
ざ
あ
　
行
こ
う
。

　
　
「
へ
え
、
１
」

　
　
（
も
う
行
こ
う
）

い
く
じ
　
何
時
。

　
　
「
今
－
で
？
」

　
　
（
今
何
時
で
す
か
？
）

い
く
じ
　
度
胸
。

　
　
「
Ｌ
が
な
い
じ
や
ん
ね
」

　
　
（
度
胸
が
な
い
で
す
ね
）

い
っ
さ
ら
　
全
然
。

　
　
「
お
ま
ん
ー
わ
か
っ
ち
や
い
ん
ら
！
・
」

　
　
（
あ
な
た
全
然
わ
か
っ
て
な
い
で
し
ょ
士

う
っ
ち
や
る
　
捨
て
る
、
ど
か
す
。

　
　
「
早
く
ー
っ
と
け
し
」

　
　
（
早
く
捨
て
て
お
く
ん
だ
よ
）

う
て
げ
え
し
　
言
い
訳
。

　
　
「
お
ま
ん
、
－
し
ち
ょ
」

　
　
（
お
前
、
言
い
訳
を
す
る
な
）

え
ら
い
　
疲
れ
る
。

　
　
「
本
当
に
Ｉ
よ
Ｉ
・
」

　
　
（
本
当
に
疲
れ
た
よ
Ｉ
・
）

え
ら
い
　
も
の
す
ご
い
。

　
　
「
本
当
に
ー
で
き
た
娘
だ
ね
」

　
　
（
本
当
に
も
の
す
ご
く
で
き
た
娘
で
す
ね
）

　
　
　
　
「
か
」

か
じ
く
る
　
掻
く
。

　
　
「
そ
ん
な
と
こ
、
１
１
っ
ち
ょ
」

　
　
（
そ
ん
な
と
こ
ろ
掻
く
な
）

か
と
う
　
た
い
し
て
。

　
「
－
の
こ
ん
じ
ゃ
な
い
じ
ゃ
ん
」

　
（
た
い
し
た
こ
と
じ
ゃ
な
い
よ
）

～
け
　
～
し
ま
す
か
、
～
で
す
か
？
・

　
「
そ
ろ
そ
ろ
行
く
ー
？
」

　
（
そ
ろ
そ
ろ
行
き
ま
す
か
こ

け
け
る
　
乗
せ
る
。

　
「
こ
れ
、
棚
に
Ｉ
と
い
て
」

　
（
こ
れ
、
棚
に
乗
せ
て
お
い
て
）

げ
っ
ぴ
　
び
り
。
最
下
位
。

　
「
運
動
会
の
と
び
っ
こ
で
ー
に
な
っ
ち
ま
っ
た
」

　
（
運
動
会
の
か
け
っ
こ
で
最
下
位
に
な
っ
ち
ゃ
っ

　
た
）

こ
く
　
言
う
。

　
「
嘘
－
い
ち
ょ
し
！
」

　
（
嘘
言
う
な
よ
）

こ
ぴ
つ
と
　
し
っ
か
り
。
ち
ゃ
ん
と
。

　
「
東
京
行
っ
て
も
ー
が
ん
ば
る
だ
よ
Ｉ
・
」

　
（
東
京
に
行
っ
て
も
し
っ
か
り
が
ん
ば
る
ん
だ

　
よ
！
）

　
　
　
　
【
さ
一

～
し
　
命
令
形
に
な
る
。

　
「
久
し
ぶ
り
じ
ゃ
ん
。
ち
っ
と
寄
っ
て
け
ー
」

　
（
久
し
ぶ
り
だ
ね
。
ち
ょ
っ
と
寄
っ
て
い
き
な
古

～
し
ち
よ
　
～
し
た
ら
ダ
メ
だ
よ
。

　
命
令
形
よ
り
や
わ
ら
か
い
言
い
回
し
。

　
「
ほ
ん
な
こ
ん
ー
し
」

　
（
そ
ん
な
こ
と
し
た
ら
ダ
メ
だ
よ
）

～
じ
や
ん
　
～
で
す
ね
。

　
「
お
ま
ん
、
ず
で
え
ば
か
１
」

　
（
君
は
、
す
ご
い
ば
か
で
す
ね
）

し
わ
い
　
生
意
気
。

　
「
お
ま
ん
、
本
当
に
ー
や
つ
だ
な
」

　
（
お
前
、
本
当
に
生
意
気
な
や
つ
た
な
）

～
ず
ら
　
～
で
し
ょ
う
？
だ
ろ
う
？

　
「
ほ
お
い
う
こ
ん
ー
？
」

　
（
そ
う
ぃ
う
こ
と
だ
よ
ね
？
）

　
せ
え
た
ら
　
余
計
な
お
節
介
。

　
　
「
－
こ
い
ち
ょ
し
」

　
　
（
余
計
な
お
節
介
を
や
く
な
よ
）

一
　
　
　
　
【
た
一

　
ち
み
く
る
　
っ
ね
る
。

　
　
「
－
っ
ち
ょ
」

　
　
（
つ
ね
る
な
）

　
ち
ゃ
く
い
　
ず
る
い
。

一
　
　

「
ほ
ん
な
ー
こ
ん
し
ち
ょ
し
」

一
　
　
（
そ
ん
な
ず
る
い
こ
と
を
す
る
な
よ
）

　
～
ち
よ
し
　
～
し
な
い
ほ
う
が
い
。

　
　
「
ほ
ん
な
だ
っ
ち
も
ね
ぇ
こ
ん
言
っ
ー
」

　
　
（
そ
ん
な
く
だ
ら
な
い
こ
と
言
わ
な
い
ほ
う

　
　
が
い
い
よ
）

　
ち
ょ
び
ち
ょ
び
　
調
子
に
乗
る
。

　
　
「
あ
ん
ま
り
Ｉ
し
ち
ょ
」

　
　
（
あ
ん
ま
り
調
子
に
乗
る
な
）

　
て
つ
　
感
嘆
の
言
葉
と
し
て
と
っ
さ
に
出
る
語
。

　
　
「
－
Ｉ
・
す
ご
い
じ
ゃ
ん
。
お
ま
ん
が
作
っ
た
だ

　
　
け
～
？
」

　
　
（
へ
ぇ
！
す
ご
い
じ
や
な
い
！
君
が
作
っ
た

　
　
の
？
）

　
　
　
　
　
【
は
】

　
は
ん
で
　
大
い
に
。

　
　
「
－
飲
め
し
、
食
え
し
」

　
　
（
大
い
に
飲
ん
で
、
食
べ
て
く
だ
さ
い
）

　
ぶ
ち
ゃ
る
　
捨
て
る
。

　
　
「
こ
の
服
は
も
う
い
ら
ん
か
ら
ー
」

　
　
（
こ
の
服
は
も
う
い
ら
な
い
か
ら
捨
て
る
）

　
ぶ
ん
だ
す
　
出
か
け
る
。

　
　
「
へ
え
Ｉ
さ
ざ
あ
」

　
　
（
そ
ろ
そ
ろ
出
か
け
ま
し
ょ
う
）

　
ほ
う
け
　
そ
う
で
す
か
。

　
　
「
－
！
全
然
知
ら
ん
か
っ
た
」

一
　
　
（
そ
う
で
す
か
！
全
然
知
ら
な
か
っ
た
よ
）

　
ほ
ん
な
こ
ん
　
そ
ん
な
こ
と
。

　
「
－
言
っ
ち
ょ
し
！
」

　
（
そ
ん
な
こ
と
言
う
な
よ
！
）

　
　
　
　
【
ま
】

ま
つ
と
　
も
っ
と
。

　
「
い
っ
さ
ら
飲
ん
じ
や
い
ん
じ
や
ん
。
－
飲
め
し
」

　
（
全
然
飲
ん
で
な
い
ね
。
も
っ
と
飲
み
な
よ
）

み
ぐ
さ
い
　
み
っ
と
も
な
い
。

　
「
そ
ん
な
Ｉ
ま
ね
し
ち
ょ
」

　
（
そ
ん
な
み
っ
と
も
な
い
ま
ね
す
る
な
）

も
も
つ
ち
い
　
く
す
ぐ
っ
た
い
。

　
（
こ
こ
、
く
す
ぐ
っ
た
い
？
）

　
　
　
　
「
や
」

や
せ
つ
た
い
　
落
ち
着
き
が
な
い
。
せ
わ
し
な
い
。

　
「
こ
の
ぼ
か
あ
Ｉ
じ
や
ん
ね
、
ち
っ
た
あ
座
っ
て

　
ろ
し
」

　
（
こ
の
子
は
落
ち
着
き
が
な
い
ね
、
少
し
は

　
座
っ
て
い
な
さ
い
）

や
ぶ
せ
っ
た
い
　
わ
ず
ら
わ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
動
作
的
に
う
る
さ
い
。

　
「
さ
っ
き
か
ら
一
匹
－
ヘ
エ
、
が
飛
ん
で
る
だ
」

　
（
さ
っ
き
か
ら
一
匹
う
っ
と
う
し
い
ハ
エ
が
飛
ん

　
で
る
ん
だ
）

よ
た
っ
こ
と
　
悪
い
こ
と
。

　
「
こ
の
ぼ
こ
は
ー
ぼ
っ
か
し
て
！
」

　
言
の
子
ど
も
は
悪
い
こ
と
ぽ
っ
か
り
し
て
上

　
　
　
　
【
ら
一

～
ら
　
～
で
し
ょ
う
。
～
で
す
ね
。

　
「
行
く
Ｉ
？
」

　
（
行
く
で
し
ょ
う
？
）

　
　
　
　
【
わ
一

わ
に
わ
に
　
ふ
ざ
け
る
。

　
「
授
業
中
に
ー
し
ち
ょ
」

　
（
授
業
中
に
ふ
ざ
け
ち
や
い
け
な
い
よ
）

２’
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強
行
遠
足
の
思

思
い
出
の
ワ
ン
・
シ
ョ
ッ
ト

北
の
旅

高
橋
保
明
先
生
元
十
一
歳
）

学
年
に
任
　
担
当
一
英
語

　
甲
府
一
高
の
「
強
行
遠
足
」
は
、
全
国
高

校
問
の
話
題
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

昨
年
ま
で
甲
府
一
高
に
勤
務
し
て
い
た
息
子

か
ら
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
間
い
た
。
そ
の
有
名

な
「
強
行
遠
足
」
は
私
の
思
い
出
の
一
つ
で
も

あ
る
。

　
学
年
主
任
と
し
て
の
初
参
加
の
年
、
副
主

任
と
二
人
で
実
地
体
験
し
て
み
た
。
夜
間
、

暗
闇
の
中
を
。
お
化
け
が
出
て
き
そ
う
な
感

じ
‰
ｃ
歩
い
た
苦
い
経
験
が
未
だ
に
思
い
出
さ

れ
て
、
。
ソ
ク
ノ
と
す
る
。

　
終
点
の
一
つ
手
前
の
駅
に
着
い
た
時
、
生

徒
の
親
た
ち
三
人
が
焚
き
火
を
囲
ん
で
い

た
。
そ
の
仲
間
に
加
え
て
も
ら
っ
た
。
小
ビ
ン

の
ウ
イ
ス
キ
ー
を
一
目
、
二
目
飲
ん
だ
あ
と
、

駅
で
電
車
の
発
車
時
刻
を
確
認
し
戻
っ
て
み

る
と
、
小
ビ
ン
は
空
っ
ぽ
に
な
っ
て
い
た
の
が
恨

め
し
く
思
い
出
さ
れ
る
。

　
終
点
に
到
着
し
た
途
端
、
倒
れ
伏
し
て
し

ま
う
生
徒
を
介
護
し
て
い
る
と
、
強
行
遠
足

は
度
を
越
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
度
を
越
し
た
こ
の
困
苦

を
経
験
し
た
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
、
そ
の

後
の
人
生
の
言
謬
と
な
る
こ
と
は
必
定
で

あ
ろ
う
。

石
倉
正
身
先
生
（
七
十
八
歳
）

一
示
一
紙
　
担
当
‥
英
語

　
私
が
甲
府
一
高
に
お
世
話
に
な
っ
た
の
は
、

昭
和
四
十
八
年
か
ら
五
十
四
年
ま
で
の
六

年
間
と
、
二
度
目
は
平
成
四
年
か
ら
六
年
ま

で
（
こ
の
間
旧
校
舎
の
解
体
と
新
校
舎
の
落

成
に
教
頭
と
し
て
立
会
う
こ
と
が
で
き
た
）
の

二
年
間
、
計
八
年
間
だ
っ
た
。

　
あ
る
教
育
学
者
は
、
教
師
と
し
て
の
適
齢

（
仮
説
と
そ
の
人
は
断
っ
て
い
る
が
）
は
、
「
生

徒
と
先
生
の
年
齢
差
は
二
十
年
以
上
四
十

年
以
内
が
望
ま
し
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
私
に

あ
て
は
め
る
と
、
何
と
ギ
リ
ギ
リ
の
年
齢
差

だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
ん
な
私
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
皆
さ
ん
は
立
派
に
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を

歩
ん
で
く
れ
た
。

　
昭
和
五
十
一
年
三
月
、
卒
業
式
が
終
っ
て

最
後
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
、
各
自
に
卒
業
証
書
を

手
渡
し
て
、
保
護
者
、
生
徒
、
そ
し
て
私
と
全

員
で
合
唱
し
た
「
忘
れ
な
草
を
あ
な
た
に
」

は
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
ワ
ン
・
シ
ョ
ッ
ト
で

あ
る
。

　
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
祈
っ
て
い

ま
す
。

小
林
仁
一
先
生
（
七
十
七
歳
）

三
年
七
組
　
担
当
一
理
科
（
生
物
）

　
東
京
同
窓
会
開
催
を
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
私
は
、
一
高
と
南
高
と
の
二
校
総
合
選
抜

の
始
ま
っ
た
昭
和
四
十
三
年
に
理
科
（
生
物
）

の
教
員
と
し
て
南
高
か
ら
転
任
し
て
乗
ま
し

た
。
私
の
教
員
生
活
の
大
半
を
過
ご
し
た
一

高
は
、
皆
様
と
同
様
に
、
私
に
と
っ
て
も
人
生

の
一
つ
の
母
校
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
定
年
後
は
、
北
枕
市
の
生
家
に
て
帰
農
生

活
を
し
て
い
ま
す
。
数
年
前
、
薯
渓
駒
場
会

同
級
生
二
十
名
程
で
北
海
道
旅
行
を
し
ま

し
た
。
そ
の
析
、
北
大
や
札
幌
羊
が
丘
展
望

台
公
園
で
ク
ラ
ー
ク
博
士
の
胸
像
や
立
像

を
見
て
、
皆
で
我
ら
が
若
き
駒
場
青
春
時

代
を
想
い
出
し
、
感
動
し
合
い
ま
し
た
。
そ
の

時
、
私
は
ク
ラ
ー
ク
博
士
の
言
葉
の
前
半
部

（
ボ
ー
イ
ズ
ビ
ー
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
）
が
一
高
の

校
是
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
重
ね
合
わ

せ
、
更
に
強
い
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

　
昨
年
、
喜
寿
を
迎
え
た
私
で
す
が
、
ク
ラ
ー

ク
博
士
の
遺
訓
の
後
半
部
を
も
心
に
留
め

な
が
ら
、
個
条
施
肥
機
付
き
の
乗
用
田
植
機

に
乗
り
、
夢
見
の
稲
作
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
一
高
同
窓
生
皆
様
の
ご
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
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過
ぎ
し
日
を
振
り
返
っ
て

浅
川
達
雄
先
生
（
八
十
三
歳
）

三
年
九
組
　
担
当
‥
社
会
科
（
日
本
史
）

　
私
は
現
在
八
十
三
歳
で
す
。
最
近
、
自
分

で
も
よ
く
こ
こ
ま
で
生
き
て
き
た
な
と
感
じ

て
い
ま
す
。
私
達
の
世
代
は
戦
中
、
戦
後
の

厳
し
い
環
境
の
中
で
青
春
時
代
を
過
ご
し
、

食
糧
事
情
も
極
め
て
悪
い
状
況
下
で
育
っ
た

の
で
、
と
て
も
こ
の
年
齢
ま
で
生
き
る
と
は

思
っ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
い
う
訳
で

余
生
を
大
事
に
生
き
て
い
こ
う
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
甲
府
一
高
在
職
中
は
社
会
科
の
中
の
日

本
史
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
私
の
専
門
科

目
は
早
稲
田
大
学
大
学
院
商
学
研
究
科
で

会
計
学
を
専
攻
し
、
税
理
士
の
資
格
を
も
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
最
初
の
赴
任
校
甲
府
商

業
高
校
で
は
商
業
科
の
授
業
を
担
当
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
当
時
普
通
科
高
校
へ
進

学
す
る
生
徒
が
多
か
っ
た
の
で
、
県
教
委
か
ら

社
会
科
へ
の
転
科
を
要
請
さ
れ
ま
し
た
。
大

学
時
代
に
社
会
科
の
免
許
は
取
得
し
て
い

ま
し
た
。

　
甲
府
一
高
に
は
九
年
間
在
職
し
ま
し
た

が
、
伝
統
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
学
校
で
す
。
ど

う
か
、
皆
さ
ん
ほ
校
を
誇
り
に
し
て
頑
張
っ
て

ド
さ
い
。一 一

近
況
報
告
に
か
え
て

田
中
資
時
先
生
（
七
十
三
歳
）

三
年
十
組
　
担
当
一
保
健
体
育

　
教
員
生
活
の
な
か
で
、
母
校
甲
府
一
高
に

通
算
十
六
年
間
奉
職
し
た
こ
と
は
、
充
実
し

た
教
員
生
活
を
送
れ
た
礎
に
な
り
ま
し
た
。

遠
隔
地
勤
務
を
終
え
、
再
び
母
校
に
戻
っ
た

時
、
五
一
会
の
皆
さ
ん
と
の
出
会
い
が
あ
り
、

そ
の
時
三
年
十
組
の
担
任
と
し
て
、
一
年
間

共
に
熱
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
卒
業
以
来
三
十
八
年
間
、
毎
年
ク
ラ
ス
会

を
間
催
し
て
、
心
の
通
い
あ
っ
た
交
流
が
続
い

て
い
ま
す
。
今
年
の
正
月
も
幹
事
さ
ん
の
配

慮
に
よ
り
、
教
師
冥
利
に
尽
き
る
思
い
を
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
退
職
後
第
二
の
人
生
を
ス
タ
ー
ー
ト
し
た
時

か
ら
十
二
年
間
、
階
段
運
動
・
ス
ト
レ
ッ
チ
・
山

坂
歩
き
等
の
運
動
実
践
の
継
続
に
心
掛
け

て
来
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
富
士
山
登
山
三

回
、
古
希
を
迎
え
た
一
昨
年
に
は
北
岳
、
昨

年
は
奥
穂
高
岳
と
日
本
三
高
峰
に
登
頂
し

ま
し
た
。

　
三
浦
雄
一
郎
氏
曰
く
、
「
目
標
を
立
て

て
準
備
を
怠
り
な
く
継
続
す
れ
ば
夢
は
叶

う
」
を
実
感
し
ま
し
た
し
、
Ｔ
九
気
だ
か
ら
や

る
の
で
は
な
く
や
る
か
ら
元
気
な
ん
だ
」
こ
の

こ
と
ば
も
か
み
し
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Ｘ
參
。
白

ｉ
‐
‐
二
心

叙
々
　
脊
芦
ｊ
へ
．
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″
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｜

｢生涯現役｣という生き方
　　　　　　　　望月先生は昭和47年から6年間、

　同語の先生として一高の教壇に立たれていました。

　　　　　　　　　その後｢水木亮｣という筆名で、

　　小説家として｢織田作之勧賞｣を受賞されたり、

退職され72歳を迎えた現在も地元の劇団を主宰し、

　　劇作家として活躍されたりと､まさに゛生涯現役｡。

　そんなバイタリティの源泉をうかがえればと思います。

望月弘美ｕ:

　(゜¨5ここにご江

－
―
－
そ
も
そ
も
劇
作
に
興
味
を
も
た
れ
た
の
は
ど
う

い
う
経
緯
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
高
校
時
代
に
、
た
ま
た
ま
放
送
部
の
た
め
に
放
送
劇

を
書
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
の
後
、
大
学
３
年

の
と
き
に
応
募
し
た
、
雑
誌
『
シ
ナ
リ
オ
』
の
シ
ナ
リ
オ

コ
ン
ク
ー
ル
で
佳
作
に
選
ば
れ
て
、
大
島
渚
に
「
面
白
い
」

と
、
ほ
め
ら
れ
ち
ゃ
っ
て
。
そ
れ
で
の
め
り
こ
み
ま
し
た
。

教
員
に
な
っ
て
か
ら
退
職
ま
で
、
異
動
は
あ
り
ま
し
た
が

ず
っ
と
高
校
演
劇
の
顧
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
家
の
事
情
で
二
晶
か
ら
、
別
の
高
校
の
定
時
制
に
移

る
の
で
す
が
、
そ
こ
の
生
徒
が
ま
た
（
悪
い
意
味
で
）
大
変

で
ね
（
笑
）
。
で
も
、
男
の
子
も
女
の
子
も
も
の
す
ご
く
パ

ワ
ー
が
あ
る
。
そ
れ
で
、
こ
の
子
た
ち
で
芝
居
や
っ
た
ら

面
白
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
甲
府

刑
務
所
の
５
０
０
人
の
受
刑
者
の
前
で
上
演
し
た
ら
、

と
っ
て
も
感
動
し
て
く
れ
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
「
関
東
ロ
ー
カ

ル
だ
け
ど
放
送
し
た
い
」
っ
て
話
に
な
っ
て
。

　
そ
ん
な
こ
と
が
き
っ
か
け
で
「
劇
団
コ
メ
デ
ィ
・
オ
ブ
・
イ

エ
ス
タ
デ
イ
」
を
立
ち
上
げ
た
の
は
昭
和
5
8
年
で
す
。
以

降
3
0
年
、
山
梨
の
歴
史
に
か
か
わ
る
事
件
・
人
物
に
つ
い

て
私
が
シ
ナ
リ
オ
を
書
い
て
、
上
演
を
続
け
て
い
ま
す
。

－
’
－
小
説
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
？

　
小
説
は
ず
っ
と
書
い
て
い
ま
し
た
が
、
一
高
で
教
え
て

い
た
と
き
に
『
小
説
ジ
ュ
ニ
ア
』
と
い
う
雑
誌
の
最
終
選

考
に
残
っ
て
、
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
「
小
説
な
ん
か
書
い
て

い
る
か
ら
、
ろ
く
な
受
験
指
導
が
で
き
な
い
ん
だ
」
な
ん

て
、
嫌
味
を
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
（
笑
）
。

　
で
も
、
そ
の
う
ち
に
書
き
手
に
ど
ん
ど
ん
女
性
が
多

く
な
っ
て
き
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
小
説
っ
て
い
う
の
は
女

性
の
も
の
で
、
男
が
書
く
と
い
う
の
は
ち
ょ
っ
と
ち
が
う

ぞ
と
い
う
気
が
し
て
。
そ
れ
よ
り
も
、
芝
居
の
台
本
を
書

く
ほ
う
が
自
分
に
は
や
は
り
合
っ
て
い
る
と
。
そ
れ
で
一

度
小
説
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
平
成
１
１
年
、
2
5
年
ぶ
り
に
書
い
た
『
祝
祭
』
と

い
う
作
品
で
織
田
作
之
助
賞
を
も
ら
い
ま
し
た
。
一
昨

年
に
は
最
新
小
説
集
を
上
梓
し
ま
し
た
。

－
－
‐
郷
土
史
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る
存
在
で
す
。
今

話
題
の
村
岡
花
子
に
つ
い
て
も
書
か
れ
て
い
ま
す
ね

（
※
2
6
ペ
ー
ジ
参
照
）
。

　
そ
れ
で
頼
ま
れ
て
書
い
た
の
が
『
郷
土
史
に
か
が
や
く

人
々
第
１
６
集
』
（
青
少
年
の
た
め
の
山
梨
県
民
会
議
編
）

に
収
録
さ
れ
た
村
岡
花
子
の
項
で
す
。
も
う
3
0
年
も
前

の
こ
と
で
す
が
。

－
－
今
ま
で
生
き
て
き
て
、
こ
れ
が
最
高
だ
っ
た
と
い

う
の
は
な
ん
で
す
か
？
今
後
こ
れ
を
や
り
た
い
と
い
う

の
は
あ
り
ま
す
か
？

　
や
は
り
芝
居
で
す
ね
。
山
梨
で
い
ち
ば
ん
の
美
男
美

女
を
、
自
分
の
書
い
た
台
本
の
役
者
と
し
て
使
っ
て
芝
居

が
で
き
る
ん
で
す
か
ら
。
こ
れ
っ
て
最
高
じ
や
な
い
で
す
か
。

　
こ
の
先
は
、
執
筆
や
演
劇
活
動
と
並
行
し
て
、
５
年

間
エ
ッ
セ
イ
教
室
を
や
っ
て
き
て
集
ま
っ
た
大
量
の
原
稿

が
あ
る
ん
で
す
。
そ
れ
を
ど
う
に
か
世
に
出
し
て
い
き
た

い
。
そ
の
蓄
積
を
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

－
・
－
最
後
に
、
現

役
の
一
高
生
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い

た
だ
け
ま
す
か
。

　
高
校
時
代
と

い
う
の
は
、
も
ち

ろ
ん
勉
強
は
大

切
で
す
が
、
基

本
的
な
勉
強
は

し
つ
つ
、
今
の
時

期
に
「
こ
れ
を
や

り
た
い
」
「
こ
う
　
・
‐

な
り
た
い
」
と
い
う
こ
と
を
見
つ
け
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
は
ど
ん
な
道
で
も
い
い
か
ら
。
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
゛

を
目
指
し
て
ほ
し
い
。

　
勉
強
が
好
き
な
人
は
勉
強
で
、
勉
強
は
嫌
い
だ
け
ど

絵
を
描
く
と
か
、
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
と
か
、
販
売
員
で
も

タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
さ
ん
で
も
い
い
。
日
本
一
に
な
ん
か

な
ら
な
く
て
い
い
ん
で
す
。
例
え
ば
甲
府
で
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
に
な
れ
ば
い
い
。
自
分
は
こ
れ
で
そ
こ
を
目
指
す
ぞ
っ

て
い
う
も
の
。
そ
れ
を
ぜ
ひ
今
の
う
ち
に
見
つ
け
て
く
だ

さ
い
。

－
－
元
国
語
教
師
と
し
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
い
た
だ

け
れ
ば
。

　
ひ
と
言
で
い
え
ば
、
「
本
で
人
生
は
変
わ
る
」
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。
貧
し
か
っ
た
村
岡
花
子
は
、
本
を
た
く

さ
ん
読
む
こ
と
で
、
そ
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
跳
ね
返
し

た
ん
で
す
。

　
図
書
館
や
本
屋
さ
ん
で
自
分
が
選
ぶ
本
以
外
で
も
、

い
い
先
生
、
い
い
先
輩
、
い
い
友
達
が
い
れ
ば
「
こ
の
本
、
い

い
ぞ
」
と
紹
介
し
て
く
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
大
切
な
の
は
、
そ
れ
が
ど
ん
な
に
興
味
の
な
い

分
野
で
あ
っ
て
も
た
め
ら
わ
ず
挑
戦
し
て
み
る
と
い
う

こ
と
。
「
読
ん
で
み
ろ
」
と
い
わ
れ
た
ら
、
自
分
の
間
口
を

広
げ
て
試
し
に
い
ろ
い
ろ
読
ん
で
み
て
ほ
し
い
で
す
。
今

は
目
に
見
え
な
い
、
栄
養
乙
が
、
い
ず
れ
必
ず
力
に
な
り
ま

す
。
「
こ
れ
い
い
よ
」
っ
て
い
う
、
人
の
言
葉
を
大
事
に
し
て

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
″
甜
丿
公

演技指導する望月先生(中央)
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Ｓ
Ｐ
、
今
、
偶
然
の
積
み
重
ね
で
北
杜
市
白
州
に

H
e
難
病
の
こ
ど
も
の
キ
ャ
ン
プ
場
造
り
に
兄
弟
３

人
で
協
力
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
相
模
原
市
で
開
業
し

て
い
る
小
児
科
医
で
す
。
兄
弟
３
人
と
も
甲
府
一
高
で

学
び
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
偶
然
で
し
た
（
博
司
4
7
年
卒
、

均
・
5
1
年
卒
）
。
そ
れ
は
私
が
入
学
し
た
翌
年
か
ら
、
総

合
選
抜
方
式
に
変
わ
っ
た
か
ら
で
す
。
一
高
で
の
高
校

生
活
は
、
平
凡
な
受
験
生
の
生
活
だ
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
中
学
時
代
に
打
ち
込
ん
だ
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
部
活

に
選
ん
だ
の
で
す
が
、
１
年
生
の
後
半
に
辞
め
て
し
ま
い

ま
し
た
。
交
友
関
係
も
そ
れ
ほ
ど
広
く
な
く
、
青
春
を

持
て
余
し
気
味
で
し
た
。

　
３
年
生
の
夏
休
み
に
甲
子
園
決
勝
で
延
長
1
8
回
ま

で
投
げ
抜
い
て
い
る
三
沢
投
手
を
テ
レ
ビ
で
見
て
い
て
、

同
じ
高
校
３
年
生
な
の
に
自
分
は
何
も
熱
中
し
て
い
る

も
の
が
な
い
と
思
っ
た
事
は
覚
え
て
い
ま
す
。
強
行
遠
足

も
何
と
か
完
走
で
き
て
良
か
っ
た
と
い
う
く
ら
い
で
、
卒

業
と
と
も
に
記
憶
の
彼
方
に
霞
ん
で
行
き
ま
し
た
。
虫

が
好
き
で
、
フ
ァ
ー
ブ
ル
昆
虫
記
を
こ
ど
も
の
頃
全
部
読

み
ま
し
た
。
私
は
理
数
系
で
は
な
い
と
自
覚
し
て
い
ま
し

た
が
、
生
物
学
か
医
学
な
ら
で
き
る
か
な
と
思
い
医
師

の
道
を
選
び
ま
し
た
。

　
高
校
時
代
は
山
に
は
ま
っ
た
く
関
心
は
な
か
っ
た
の

に
、
医
学
生
に
な
っ
て
か
ら
山
登
り
を
始
め
て
山
の
虜

に
な
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。
恐
ら
く
強
行
遠
足
の
、
何
事
か

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
耐
え
忍
ぶ
体
験
の
延
長
線
上
に
登

山
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
　
日
本
の
屋
根
と
称
さ

れ
る
ア
ル
プ
ス
の
ほ
と
ん
ど
に
四
季
を
通
じ
て
冬
に
も

登
り
ま
し
た
。
穂
高
や
鹿
島
槍
も
す
ば
ら
し
か
っ
た
け

れ
ど
、
や
は
り
南
ア
ル
プ
ス
の
雄
大
さ
、
ア
ル
ペ
ン
的
な
南

ハ
ケ
岳
、
森
と
湖
の
北
ハ
ケ
岳
、
そ
し
て
甲
斐
駒
ヶ
岳
の

渓
谷
美
に
も
魅
せ
ら
れ
た
の
で
す
。

　
そ
の
頃
、
登
山
の
際
に
小
淵
沢
周
辺
を
良
く
通
り
か

か
り
、
こ
の
地
域
は
ア
ル
プ
ス
の
よ
う
だ
な
と
感
じ
ま
し

た
。
卒
業
し
て
3
0
代
前
半
に
こ
ど
も
達
を
連
れ
て
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
に
留
学
し
た
と
き
も
４
０
０
０
ｍ
級
の
山
々

が
聳
え
建
つ
シ
エ
ラ
ネ
バ
ダ
山
脈
に
も
家
族
で
キ
ャ
ン

プ
を
し
て
、
そ
の
美
し
さ
に
感
動
し
ま
し
た
が
、
そ
れ

で
も
山
梨
の
森
林
に
覆
わ
れ
、
深
い
渓
谷
に
刻
ま
れ
た

山
々
は
美
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
迷
わ
ず
小
児
科
医
の
道
を
選
び
、
そ
の
中
で
も
生
ま

れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
を
治
療
す
る
救
命
救
急
的
要

素
が
強
い
新
生
児
医
療
を
選
択
し
ま
し
た
。
当
時
は
ア

メ
リ
カ
で
発
展
し
た
新
生
児
学
が
導
入
さ
れ
、
日
進
月

歩
の
勢
い
で
新
生
児
医
療
は
発
展
し
、
重
症
な
新
生
児

が
助
か
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
若
か
っ
た
私
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
命
を
救
っ
て
い
る
と
い

う
思
い
上
が
っ
た
考
え
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
新
生
児
医
療
は
赤
ち
ゃ
ん
の
生
命
力
に
ほ
ん
の

少
し
の
援
助
を
添
え
る
に
過
ぎ
な
い
と
今
は
思
っ
て
い

ま
す
。
確
か
に
以
前
は
救
え
な
か
っ
た
多
く
の
赤
ち
ゃ
ん

が
助
か
っ
て
行
き
ま
し
た
が
、
し
か
し
障
害
を
持
っ
て
退

院
し
て
行
く
こ
ど
も
達
も
確
実
に
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
治
療
医
学
の
手
が
届
か
な
い
先
天
性
の
病
気
も
多

く
、
次
第
に
退
院
後
の
こ
ど
も
達
の
成
長
発
育
に
力
を

注
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
仮
死
で
生
ま
れ
重
度
な
脳
性
麻
庫
と
な
っ
た
女
児
の

お
母
さ
ん
が
、
退
院
直
後
の
夜
に
新
生
児
集
中
治
療
室

（
Ｎ
－
Ｃ
D
:

n
e
o
n
a
t
a
h
n
t
e
n
s
i
v
e

c
a
r
e
⊂
汗
）
に

私
を
訪
ね
て
来
ま
し
た
。
「
私
達
は
こ
の
よ
う
な
重
度

の
障
害
を
残
し
た
わ
が
子
を
ど
う
育
て
た
ら
い
い
か
わ

か
ら
な
い
」
と
訴
え
た
の
で
す
。
私
は
返
す
言
葉
が
な
く
、

た
だ
涙
を
流
す
母
親
を
見
つ
め
る
だ
け
で
し
た
。
こ
の

若
い
お
母
さ
ん
は
、
そ
の
後
に
障
害
児
教
育
の
大
学
院

博
士
課
程
に
ま
で
進
み
、
現
在
は
大
学
で
障
害
児
講
座

を
受
け
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
１
０
年
ほ
ど
前
に
、
重
度
な

脳
性
麻
庫
の
娘
さ
ん
を
つ
れ
て
障
害
児
キ
ャ
ン
プ
に
参

加
し
、
障
害
児
が
自
然
溢
れ
る
キ
ャ
ン
プ
場
で
生
活
す

る
意
義
に
つ
い
て
私
に
教
え
て
く
れ
た
の
で
す
。

　
２
０
０
０
年
に
4
8
歳
で
小
児
科
を
開
業
し
ま
し
た

が
、
長
く
重
症
新
生
児
の
治
療
に
当
た
っ
て
き
た
私
は
、

Ｎ
－
Ｃ
Ｕ
退
院
児
の
成
長
発
達
を
支
援
す
る
ク
リ
ニ
ッ

ク
を
運
営
し
よ
う
と
心
に
決
め
ま
し
た
。
こ
ど
も
の
発

達
支
援
を
専
門
と
す
る
一
人
の
臨
床
心
理
士
に
お
願

い
し
て
一
緒
に
発
達
外
来
を
始
め
ま
し
た
。
新
生
児
医

療
は
非
常
に
進
歩
し
ま
し
た
が
、
退
院
後
に
＋
分
な
支

援
が
受
け
ら
れ
な
い
多
く
の
Ｎ
－
Ｃ
Ｕ
退
院
児
が
受
診

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
数
年
も
す
る
と
、
そ
れ
以

上
に
増
加
し
て
い
る
発
達
障
害
児
も
診
断
、
そ
し
て
療

育
を
求
め
て
受
診
し
、
年
々
発
達
外
来
ス
タ
ッ
フ
も
充

キャンプ場完成予想図図1

実
さ
せ
て
き
ま
し

た
。
日
本
の
医
療
は

病
院
や
医
療
機
器

は
ど
ん
ど
ん
発
展

し
て
お
り
、
こ
れ
を

ハ
ー
ド
面
の
発
展

と
捉
え
る
と
、
退
院

後
の
地
域
で
の
成

育
支
援
は
ソ
フ
ト
面

で
あ
る
と
言
え
ま

す
が
、
こ
の
ソ
フ
ト

面
は
欧
米
に
比
べ

て
非
常
に
劣
っ
て
い

る
と
開
業
医
と
し
て
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
幅
広
い
障
害
を
待
っ
た
こ
ど
も
達
の
成
育
支
援

を
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
の
力
を
借
り
て
実
践
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
重
度
な
障
害
を
待
っ
た
こ
ど
も
ほ
ど
、
家
族
の

負
担
は
大
き
く
、
そ
し
て
病
院
と
家
の
往
復
だ
け
と
い

う
単
調
な
生
活
を
し
て
い
る
と
痛
切
に
感
じ
て
い
ま
し

た
。
３
年
ほ
ど
前
に
、
難
病
の
こ
ど
も
支
援
全
国
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
現
会
長
の
小
林
信
秋
さ
ん
と
い
う
人
か
ら
、
あ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
協
力
し
て
ほ
し
い
と
依
頼
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
何
と
わ
が
故
郷
山
梨
県
の
北
杜
市
白

州
に
難
病
の
こ
ど
も
達
の
為
の
キ
ャ
ン
プ
場
を
作
る
と

い
う
夢
の
よ
う
な
計
画
で
し
た
。
こ
の
計
画
の
為
に
「
み

ん
な
の
ふ
る
さ
と
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
実
行
委
員
会
が

２
０
１
１
年
フ
月
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
実
行
委
員
長
の
仁
志
田
博
司
（
東
京
女
子
医
大
小

児
科
名
誉
教
授
）
は
新
生
児
学
の
恩
師
で
す
。
ま
た
も

偶
然
で
す
が
、
実
行
委
員
の
中
に
同
窓
生
で
あ
る
新

津
直
樹
さ
ん
（
小
児
科
医
、
3
7
年
卒
）
、
田
伏
純
子
さ
ん

（
難
病
の
こ
ど
も
の
母
親
、
4
4
年
卒
）
も
お
ら
れ
、
一
高

パ
ワ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。

　
現
在
白
州
の
森
は
伐
採
整
地
さ
れ
て
、
こ
ど
も
達
の

宿
泊
施
設
と
し
て
自
然
木
で
出
来
た
山
小
屋
が
１
棟

建
て
ら
れ
、
今
後
数
年
か
け
て
次
々
と
山
小
屋
が
全
部

で
フ
棟
建
て
ら
れ
て
行
き
ま
す
（
図
１
）
。

　
私
は
２
人
の
兄
弟
に
も
声
を
か
け
、
共
に
実
行
委
員

と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
道
は
遠
く
険
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
結
成
か
ら
わ
ず
か
３
年
で
か
な
り
の
寄
付
金

が
集
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
（
も
ち
ろ
ん
全
て
の
建
物
が
完

成
す
る
に
は
数
億
円
の
お
金
が
必
要
で
、
そ
の
何
分
の

一
に
も
満
た
な
い
金
額
で
は
あ
り
ま
す
が
）
。

　
そ
れ
は
や
は
り
最
愛
の
こ
ど
も
を
難
病
に
冒
さ
れ
、

そ
し
て
失
っ
た
壮
絶
な
体
験
を
し
た
親
達
が
立
ち
上
げ

た
会
で
あ
る
難
病
ネ
ッ
ト
の
実
績
で
あ
り
、
世
の
人
々

の
後
押
し
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
夢
に
向
か
っ

て
ま
ず
一
歩
踏
み
出
し
、
一
歩
一
歩
高
み
を
目
指
す
登

山
の
よ
う
に
、
必
ず
や
達
成
（
山
の
場
合
は
登
頂
）
で
き

る
と
信
じ
て
い
ま
す
し
、
委
員
達
は
皆
前
向
き
に
困
難

に
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。
難
病
は
弓
芯
芸
ｏ
「
芯
⊃
一
回

一
＝
⊃
Ｓ
？
と
も
言
え
ま
す
。
短
い
命
を
燃
焼
さ
せ
て
、
、
生

き
る
歓
び
゛
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
私
達
大
人
は

出
来
る
限
り
の
事
を
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
広
報
活
動
の
一
環
と
し
て
、
私

達
は
新
緑
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ウ
ォ
ー
ク
を
行
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
３
年
度
か
ら
Ｊ
Ｒ
日
野
春
駅
か
ら
白
州
キ
ャ

ン
プ
場
ま
で
の
１
２
キ
ロ
を
歩
い
て
寄
付
を
募
っ
て
い
ま
す

（
今
後
毎
年
４
月
最
後
の
土
曜
日
に
固
定
）
。
今
年
は

快
晴
の
中
１
８
０
人
を
超
え
る
賛
同
者
が
歩
き
ま
し
た

が
、
多
く
の
一
高
の
同
窓
生
が
参
加
し
、
ウ
ォ
ー
ク
を
楽

し
ん
で
く
れ
ま
し
た
（
写
真
）
。
こ
の
よ
う
に
強
行
遠
足

は
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ウ
ォ
ー
ク
、
さ
ら
に
は
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
も
繋
が
っ
て
い
る
と
私
は
感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
高
校
生
も
含
め
て
、
よ
り
多
く
の
同
窓

生
が
ウ
ォ
ー
ク
に
参
加
し
、
将
来
熱
心
な
サ
ポ
ー
タ
ー
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
私
は
無
名
の
市

井
の
小
児
科
医

で
す
が
、
そ
れ

で
も
上
述
し
た

よ
う
な
様
々
な

偶
然
に
出
会
っ

て
人
生
を
送
っ

て
き
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
偶

然
で
は
な
く

必
然
で
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
‘
帽
豺
λ
｀
″

新緑ウォークでの同窓会
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ノ
　
　
生
の
み
な
さ
ん
、
今
の
生
活
で
電
気
の
無
い
生

学

活
を
想
像
で
き
ま
す
か
。
２
０
１
１
年
の
東
日

本
大
震
災
の
直
後
に
は
、
計
画
停
電
で
電
気
の
無
い
生

活
の
不
自
由
さ
、
不
便
さ
を
実
感
し
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
日
本
で
は
、
電
気
は
当
り
前
の
よ
う
に
あ
り
、
夜
間

で
も
明
る
い
部
屋
で
楽
し
い
テ
レ
ビ
を
見
て
過
ご
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
世
界
の
中
に
は
停
電
が
頻
繁
に
発
生

し
、
夜
は
薄
暗
い
中
で
生
活
し
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い

ま
す
。

　
私
の
仕
事
は
、
大
き
な
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
を
使
っ

て
発
電
す
る
設
備
を
設
計
す
る
こ
と
で
す
。
写
真
は
今

年
、
パ
ラ
オ
と
い
う
国
に
納
め
た
発
電
所
の
工
事
の
時
の

も
の
で
す
。
こ
の
発
電
所
は
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
し
て
日

本
の
政
府
か
ら
パ
ラ
オ
の
国
に
無
償
援
助
と
い
う
形
で

供
与
さ
れ
た
も
の
で
す
。
私
は
こ
の
工
事
で
は
、
会
社
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全

体
を
管
理
し
て
、
最
終
的
に
パ
ラ
オ
の
電
力
庁
へ
引
き

渡
し
を
す
る
と
い
う
役
務
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　
パ
ラ
オ
と
い
う
国
は
、
グ
ア
ム
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
中
間

く
ら
い
に
あ
る
、
数
多
く
の
島
か
ら
成
る
国
で
、
人
口
は

２
万
人
程
度
で
す
。
景
観
は
す
ば
ら
し
く
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
日
本
か
ら
ス
キ
ュ
ー
バ

ダ
イ
ビ
ン
グ
を
楽
し
む
観
光
客
が
大
勢
訪
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
国
の
産
業
と
言
え
る
も
の
は
少

な
く
、
観
光
収
入
が
主
な
歳
入
で
あ
り
、
国
と
し
て
は

貧
乏
国
で
す
。
既
存
の
発
電
設
備
は
、
か
な
り
老
朽
化

し
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
で
、
計
画
停
電
が
常
態
化
し

て
い
ま
し
た
。

　
今
回
、
弊
社
が
納
入
し
た
設
備
は
１
０
Ｍ
Ｗ
で
、
国
の

平
均
の
電
力
需
要
が
Ｍ
ａ
ｘ
・
１
２
Ｍ
Ｗ
な
の
で
、
こ
れ
で

計
画
停
電
を
す
る
こ
と
な
く
、
パ
ラ
オ
の
人
々
の
生
活

に
大
き
く
寄
与
で
き
た
も
の
と
思
い
、
非
常
に
う
れ
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。
機
械
商
社
の
ア
ル
ベ
ッ
ク
ス
社
や
輸

送
を
担
っ
て
頂
い
た
後
藤
回
漕
店
に
は
感
謝
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
仕
事
上
、
潤
滑
油
を
扱
っ
て
い
る
巴
商
事
に

も
同
様
で
す
。

　
昭
和
5
1
年
に
甲
府
一
高
を
卒
業
し
、
東
工
大
・
院
を

卒
業
し
、
三
菱
重
工
業
と
い
う
会
社
に
入
り
ま
し
た
。
傍

目
か
ら
す
る
と
順
風
満
帆
に
見
え
ま
す
が
、
会
社
に

入
っ
て
か
ら
壁
に
あ
た
り
ま
し
た
。
モ
ヤ
モ
ヤ
感
を
抱
き

パラオに納めた発電所のディーゼルエンジン｡前列中央でグーを出しているのが筆者

な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
く
う
ち
に
、
最
初
の
海
外
出
張

で
西
ア
フ
リ
カ
に
在
る
リ
ベ
リ
ア
と
い
う
国
に
行
き
ま
し

た
。
そ
の
仕
事
も
日
本
政
府
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
で
し
た
。
そ
こ

で
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

　
夜
リ
ベ
リ
ア
の
空
港
に
到
着
す
る
と
、
出
口
に
大
勢

の
黒
人
が
い
て
、
私
の
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
め
が
け
て
大
声
を

上
げ
な
が
ら
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手

達
が
わ
れ
先
に
客
を
得
よ
う
と
喚
い
て
い
た
の
で
す
。
闇

夜
の
中
で
薄
明
り
に
黒
人
た
ち
の
目
と
歯
と
手
の
ひ
ら

だ
け
が
浮
か
ん
で
い
て
、
暑
さ
と
異
様
な
臭
い
と
怒
号
・

喧
騒
の
中
を
歩
い
て
駐
車
場
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
時

は
、
何
と
凄
い
所
に
き
た
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
ワ
ー
カ
ー
達
の
昼
食
は
、
現
地
の
会
社
が
支
給
し
て

い
ま
し
た
。
ｌ
ｍ
く
ら
い
の
タ
ラ
イ
に
ご
飯
・
汁
・
魚
が
一

緒
く
た
に
入
っ
て
い
て
、
昼
食
係
が
そ
れ
を
頭
に
載
せ
て

持
っ
て
き
て
、
昼
食
の
号
令
を
掛
け
る
と
、
ど
こ
か
ら
と

努
力
と
継
続

ほ
に
1
1
＠
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も
な
く
、
大
勢
の
ワ
ー
カ
ー
が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
そ
の
タ
ラ
イ
の
周
り
に
車
座
に
な
っ
て
、
一
斉
に

タ
ラ
イ
の
中
の
も
の
を
手
を
使
っ
て
食
べ
始
め
る
の
で

し
た
。
横
で
見
て
い
た
ら
、
お
前
も
一
緒
に
食
べ
な
い
か

と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
日
本
人
か
ら
す
る
と
残
飯
み
た

い
な
臭
い
が
し
て
、
と
て
も
食
べ
ら
れ
な
い
と
感
じ
て
丁

重
に
断
わ
り
ま
し
た
。

　
現
地
人
は
日
本
人
に
対
し
て
、
非
常
に
フ
レ
ン
ド
リ
ー

で
、
い
つ
も
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
、
大
声
を
張
り
上
げ
て

笑
っ
て
い
ま
し
た
。
着
る
服
も
食
べ
る
も
の
も
粗
末
な
の

に
、
彼
ら
を
見
て
い
た
ら
、
日
本
人
は
何
と
幸
せ
で
、
そ

れ
ま
で
の
悩
み
は
何
と
些
細
な
も
の
か
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
感
慨
か
ら
、
今
自
分
で
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
や

れ
ば
い
い
の
だ
と
感
じ
、
。
自
分
流
゛
で
努
力
し
て
い
こ
う

と
決
め
ま
し
た
。

　
日
本
は
敗
戦
後
ど
ん
底
の
状
態
か
ら
這
い
上
が
り
、

現
在
は
豊
か
な
国
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
人
□

が
減
り
、
高
齢
化
社
会
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
日
本
の
国

力
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
若
い
人
た
ち
の
が
ん
ば

り
に
掛
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
日
本
の
中
だ
け
で

は
な
く
、
世
界
に
出
て
行
っ
て
、
今
ま
で
以
上
に
世
界
の

人
た
ち
と
仕
事
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
の
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
で
は
、
原
子
力
の

停
止
に
伴
い
、
火
力
発
電
の
燃
料
の
輸
入
額
が
高
額
と

な
り
、
日
本
は
貿
易
赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
火
力
発
電

で
は
、
石
炭
、
石
油
、
天
然
ガ
ス
な
ど
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
京
都
議
定
書
な
ど
の
Ｃ
０
２
削
減
か
ら
い
え
ば
、

天
然
ガ
ス
が
有
効
な
燃
料
で
す
。

　
し
か
し
、
日
本
は
島
国
な
の
で
、
こ
の
天
然
ガ
ス
を
輸

入
す
る
に
は
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
と
い
う
液
体
の
形
で
持
っ
て
く
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
価
格
は
、
ア
メ
リ
カ

の
５
～
６
倍
近
い
価
格
で
購
入
し
て
お
り
、
こ
れ
が
貿
易

赤
字
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
安
く
な

る
予
測
で
す
が
。

　
弊
社
は
、
天
然
ガ
ス
を
使
っ
た
分
散
型
電
源
と
な
り
う

る
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
発
電
設
備
も
あ
り
、
現
在
私
は
、
そ
の
仕

事
も
行
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
職
場
で
は
、
一
高
を
平
成
１
５

年
に
卒
業
し
た
細
田
信
大
郎
く
ん
も
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
若
い
み
な
さ
ん
も
将
来
の
夢
に
向
か
っ
て
が

ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
河
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｢日新鐘｣題字の人
米山啓水
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山梨県書道会理事／やまなし県民文化祭委嘱／山梨県書作家連盟会員

山日ＹＢＳ席書き大会審査員／朝聞書会審査会員／東方書道院同人

駿台甲府小･中学校/･゛'山梨県立大学非常勤講師⑤

進路に迷っていた高校時代､先生方の「ガン

バレ！」の言葉に後押しされ書の道を志すこと

にしました｡急がず休まず､夢をつないで40年

……｡当時思い描いていた未来にはまだまだほ

ど遠いのですが､これからも､子ども達の書写教

育のレベルアップに尽力するとともに､墨色とにじ

みと､かすれにこだわった作品を書き続けていき

たいと思います。

　’　　昭和51年卒　　　　　　　　　　　毎日書道展毎日賞ぐこ⊆乃

筑波大学芸術専門学群

谷

やまなし県民文化祭

゛ヽ､､＿ノ美術専攻書ｺｰｽ卒業　゛爽歴優秀賞（実賞）
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